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船窪遺跡は伊那市ますみが丘,城畑遺跡は伊那市西町区大坊,城平,官林遺跡は伊那市西春近山

本,山の根遺跡は伊那市西春近山本,城にそれぞれあります。これらの遺跡は河岸段丘面や,山麓

扇状地の扇頂部に位置し,以前より貴重な遺跡として知られていました。

この度,西部開発事業に伴なう,西部送水管事業で遺跡の一部が破壊されることになったため,

工事に先立ち発掘調査を行うことになりました。

発掘調査は友野良一先生を団長に,調査員には上伊那に住み,考古学に知識の深い先生方にお願

ぃし,昭禾口57年 7月 ～12月 の長期にかけて実施しました。これらの成果についてはこの報告書に譲

ずることにします。

出土した土器,石器類は伊那市西部地域の考古学研究を進めるうえで極めて貴重な資料を提供し

たと考えられます。

この発掘調査が無事完了するについては関東農政局伊那西部農業水利事業所職員,地元土地改良

区役員,地主をはじめとする多数の地元の方々の深い御理解,暖かい御援助によるものであり,こ

こに衷心より敬意と感謝をささげる次第であります。

報告書の発刊にあたっては,調査団長をはじめとして多数の方々の御尽力によるものであり,重

ねて謝意を表するものであります。

昭和58年 3月

伊那市教育委員会

教育長 伊澤 一雄



ま え 力ゞ き (船窪・城畑・城平 。宮林・山の根遺跡の環境)

船窪遺跡は長野県伊那市大字伊那ますみが丘区船窪に,城畑遺跡は伊那市大字伊那西町区大坊
に,城平遺跡は伊那市西春近山本に,官林遺跡は伊那市西春近山本に,'山の根遺跡は伊那市西春近

山本・城にそれぞれ所在している。遺跡地め現況は船窪遺跡では畑作 (一部は牧草ぇ桑園),城畑

遺跡では水田,牧草畑,城平遺跡では畑,山林,官林遺跡では山林,桑畑,山の根遺跡では桑畑に

それぞれ利用されている。

遺跡地の存在する標高を測定すると大般次のようになる。船窪遺跡は790m～ 815m位,城畑遺跡
は 778m～ 787m位,城平遺跡は725m～ 755m位,宮林遺跡は 730m～ 736五位,山め根遺跡は
730m～ 750m位

遺跡の存在する地点は小黒川を境にして,南北に連らなっている。その連らなり方は北がら船窪

遺跡,城畑遺跡,城平遺跡,宮林遺跡,山の根遺跡の順であった。船窪・城畑両遺跡に至るまでの

経路は二つの場合が最もわかりやすい考え方である。一つとしては国鉄飯田線伊那市駅 で下車 し

て,西へ200m位行った所を左折し,西駒ケ岳線を西へと3km程 さかのぼっていくと, ますみが丘

に達する。この集落を通って西へ500m程行くと,道路の真正面にますみが丘神社の鳥居がみえ

る。この′鳥居の前を左折して小黒川へ向けて南下すると,船窪の集落が数軒立ち並んでいる。この

集落の前が船窪遺跡である。船窪遺跡と接して南側が城畑遺跡である。遺跡地に到着するまでには

目印となる公私の建物がいくつもある。これを記してみると,上伊那合同庁舎・荒井神社 0伊那健

康センター・伊那職業訓練所・弥生ケ丘高等学校・伊那中学校・春日神社・伊那家畜保健所・先明

様である。

もう一つの道1頁としては伊郡市街地より小沢川の流れに沿ってあけられた道路を西へ 4h程行く

と中央高速道路のハイウエイが眺められ, この河川にかかったコンクリートの橋梁が眼に映える。

この橋の付近一帯に点在する集落が小沢である。小沢の中程にある中小沢橋を渡って,南へ段丘崖

を登りつめると, 日が開け,左手に伊那西小学校校舎がある。この学校の南側にさきほど述べたま

すみが丘神社がある。

城平・官林・山の根遺跡に至る道順は国鉄飯田線伊那市駅を降りて,国道153号線 を南へ 2価程

行くと,天竜川の支流である小黒川が西から東へ流れている。この小黒川は旧伊那町と,旧西春近

村の境界線を成していた。この川を渡って最初の道路を右折すると北島屋工業所と言う製材所があ

る。この製材所の前の道を西へ向けて登っていく。この道路は天竜川と小黒川とによって形成され

た河岸段丘崖面に開らけているために急折したり,急公配である。この坂を登り切ってしまうと通

称小出と言われている平坦面の穀倉地帯が開けている。この所に東西に幅広く直線道路が走ってお

り, この道路を約 2h程西へ行くと山本部落に到り,さ らに中央高速道の下をくぐり抜けてつきあ

置位

-1-



たった所が城平遺跡である。城平遺跡の南側が官林遺跡である。山の根遺跡は城平遺跡より徒歩で

南へ約10分程行った諏訪神社周辺に存在している。

地形 ・地質

伊那市の市街地から東に目を展ずれば南アルプスの連山が南北に縦走している。伊那市街地から

良く眺望がきく南アルプスの山としては東駒ケ岳(2,966m),鋸 岳(2,670m),仙 丈ケ岳 (3,033m)

間ノ岳 (3,189m),北岳 (3,192m)等々があげられる。南アルプスは別名赤石山脈といわれ,こ の

山脈の前山として伊那山脈が赤石山脈と同様に南北に縦走している。伊那山脈の主なる山々は守屋

山・鉢伏山 0三界山・高鳥谷山・戸倉山・陣場形山等々である。

伊那山脈の岩相は領家変成岩類・領家花闇岩類や黒雲母粘板岩帯や縞状片麻岩帯等々から成 り立

っている。

同様に伊那市の市街地から西に目を展ずれば西駒ケ岳,別名木曽駒ケ岳 (2,956m)に 代表 され

る中央アルプス (木曽山脈)が南北に山なみを連らねている。この山脈の終末が西春近 で は権 現

山,西箕輪では経ケ岳や権兵衛峠となっている。駒ケ岳の山頂では西に御岳山 (3,063m),乗 鞍岳

(3,026m)が 手にとるように眺められる。駒ケ岳の組成岩石は大部分が中世代の花聞岩 や花聞閃

緑岩より成 り立つ,と ころどころに氷河地形 (カ ール)も 残存している。経ケ岳の組成岩石は古生

代のチヤート・砂岩・粘板岩・石灰岩・輝緑凝灰岩などから形造されている。

先に述べた二つの大きな山脈の間に形成された伊那谷は,二つの山脈と相並んで流れる天竜川に

よって縦谷状地形を形造し,東,西側から流れ出る大小様々な支流によって堆積作用・浸触作用・

運搬作用の度重なるくりかえしによって,大小様々な扇状地・河岸段丘 .渓谷が顕著に発達し,見

事な造形美を描き出している。伊那市付近も西側では河岸段丘が五段,東倶1では 8段と形成されて

いる。河岸段丘の分類の仕方はロームの堆積状態によって分けるのが一般的である。

伊那市内の主なる段丘をあげてみると次のようになる。手良段丘・六道原段丘・卯ノ木段丘・福

島段丘・低位段丘・その他である。火山灰の古い方から分類し,その諸特徴を記してみると次のよ

うになる。 〔伊那市史自然編による〕

古期テフラ層一 岩相 粗粒で,風化が著るしく露頭では多くの小断層に切られ,厚さ9m余 ,

著しくスコリア質あるいは軽石質 (浮石質)で,pm― Iの下に不整合に存在する。古期テフ ラ層

の露頭数が少ない辰野町荒神山の露頭の模式地も削りとられてしまい現在はない。この模式地の発

見時代には, 6枚の軽石層と 1～ 2枚のスコリヤ質があった。

中期テフラ層一 岩相 伊那市立東部中学校地籍を模式地とする。全体的に著しく軽石質で,中

期テフラ層総厚中540Cmの うちで,全軽石 (浮石)の厚さは220cmで厚さの%以上になる。模式地付

近の六道原ではpm_1の稼行がすすんでいる。

軽石 (浮石)は,上位よりpm一 I;。 pm― I・ pm一 Ⅱ・pm―Ⅱ・pm一 Ⅲ浮石 (軽石)を 5枚

確認することができる。軽石 (浮石)の色調は,pm_Iは ピンク色である。 pm一 Iは本地域では

三峰川以北が自色,以南では次第に黄色になっていく。pm_Ⅱ 浮石=軽石は,黄褐色またはオレン
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ジ色である。pm一 Ⅱ
′,浮石 (軽石)は,黄褐色～濃いオレンジ色である。 pm一Ⅲは, 黄褐色ま

たは赤味がかった黄褐色である。

新期テフラ層一 岩相 伊那市立東部中学校の校庭の崖を模式地とする。色調のうえでは, 新

期・中期テフラ層の境界は明瞭であるが,特に顕著な古土壌はみとめられず, この色調を異にする

凹凸面より下位部は上位部よりはるかに多くの植物の痕跡を残している。

新期テフラ層には,下位よりpm一ⅣとPm一 vの軽石=浮石=ス コリヤ質の 2枚 があ る。
pm一

Ⅳは特有の赤褐色である。pm一 vは ,青味がかったもの,赤褐色のもの黄色のもの等がいりま じ

っていて,下位のpm―Ⅳとは色調で簡単に区別ができる。

伊那市内の主なる礫層について述べてみると,段丘を形成する礫層と考えても良い。したがって

段丘と同じ名称の礫層も数多く存在している。主なる礫層として天神山火砕岩層,手良礫層,平沢

礫層,六道原礫層,福島礫層などがあげられる。

遺跡地付近は微地形・微地質に富んでいるので,各々の遺跡毎に述べていくことにする。船窪・

城畑遺跡は南側は小黒川,北側は小沢川の影響を受けていると思われる。両遺跡の最深部には両河

川の條層が入り込み,その上にローム層が堆積している。そこで小黒川,小沢川の概略を「伊那市

史自然編」によってみると次のようになる。『伊那市西部地域を縦断する水系で,木曽山地の将秦

頭山に発し,東に流下し天竜川にそそいでいる。流域は,伊那市竜西地域の河り||では広 い 方 で あ

る。上流ではやや北東に流れるが,平坦地にでると東にむかって直流している。後背山地が近 く,

こう配は急傾斜である。特に上流流域は広く,急傾斜である。したがって,流路距離は,伊那市地

域では長 く,季節的な影響を特にうけている水系である。流量・流速の変化は激しい。そのため,

水害の危険が内在している』

『小沢川一 木曽山地の南沢と北沢地籍に発し,東に流下し天竜川にそそいでいる。後背山地で

ある木曽山地が近 く, こう配も急で,流路距離もみじかく, したがって,流量・流速の変化もはげ

しい。特に,水田耕作終了後において西天竜用水の小沢川の放流は急激に流量も増し,流量・流速

とも天竜川にそそぐ付近は危険をともなうくらいである』

城平遺跡は黒色土が深く, ローム層まで約 l m20cm位あ り,基盤自体は割合い安定していた。宮

林遺跡は自山沢川と呼ばれる沢の北側にあり, この川はかっては氾濫が激しかったとみえて,各層

にもわたって流入したあとがうかがわれた。ローム層面までの深さは l m50cm以上にも及 ん で い

る。

山の根遺跡は南側が小洞という沢に面した南傾斜面に位置している。山麓扇状地の扇 頂 部 に 当

り,山の押し出しが激烈をきわめたとみえて,礫層の堆積が厚く,ロ ーム層に達するまでには何m

あるか想像できない。

最後に次頁から城畑・船窪両遺跡のボーリング調査結果を掲載しておく,こ の資料提供は関東農

政局伊那西部農業水利事業所によるものであることを記しておくと同時に感謝致す次第
で あ りま

す。
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標
　
一局
ｍ
一

深

度

GL
(M).

層

厚

(M).

土
質
記
号

土

質

名

色

調

観
察
記
事

818.82 0.00

1'

2(

3・

4・

5・

6・

7・

8,

9・

10・

818.37 0.45 0。 45 * 表 土 黒 褐 灰 腐 植 物 片 の混 え るロー ム質 よ りな る

814.62 4.20 3.75

劣

珍
粘       土

(ロ ー ム ) ・茶褐灰

0。 40Mの層の境 い目は明瞭である
スコリア、風化軽石、全体 に少量
混 える 所 々腐植物片混 える
全体 に着色一様 、粘性の あるロー
ムよ りな り均質 な地層で ある
水分中位
4.20M`つЛ雪

`つ
力竜い :ヨ に 5 cmt菫ヲト布島

灰 のローム互層す る

811.02 7.80 3.60
玉 石 、 転 石 混 り 礫

(玉 石 混 り 砂 礫 ) 暗  灰

¢30～ 250%イ立、円礫 よ りなる
全体 にシル ト含み水分少
平均 に暗灰色の礫 は硬 質で花同岩
質の礫 はやや風化 され脆 くなって
いるもの多 じ
7.16Mよ りφ 500%位

`つ

転石混 え
る。水分少い、亜 円型の礫 多 じ
礫 質は頁岩、粘板岩質が多 く、硬
質であるが、所 々花聞岩 質の玉石
及び礫 が混 え風化 され脆 くなって
いるのが目立つ (現状 にてマサ土
化 されている)

808.60 22

玉 石 、転 石 混 り礫
(玉石混 リシル ト質礫 ) 暗  灰

水分ややあるも帯水層はな し
礫 間充填物 は砂 質 シル トよりな り
よ く締 っている着色 は所 々茶灰 の
砂 質 シル トを不規則 に混 え不一様
な地層 である φ10～ 80%位が多 く
所 々最大 φ150%位 の玉石 も混 え
る

小型の礫 は亜 円型多 く大型の礫 は
円礫 多 し、礫 質は頁岩、粘板岩質
多 く硬 質である

船窪遺跡北側土層柱状図 (伊那西小学校付近)
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標

尺

標
　
一置
ｍ
ＴＰ

深

度

GL
(M)

層

厚

(M)

土
質
記
号

土

質

名

色

調

一観
察
記
事

824.00 0.00

| |

2中

3‐

4‐

5・

6・

7・

8・

9・

10・

11.

12.

13

14

15

16

17

18

19

823.55 0.45 0.45 ネ 表 土 黒 褐 灰 上 部 、 草 根 混 え る ロ ー ム 質 の 表 土

819.60 4。 40 3. 95

巡

饉
　ヽ

土

＞ム一ロ

粘

＜ 茶 褐 灰

0。 45M層 の 境 い 目 は 下 部 に従 っ て
茶 褐 灰 の ロ ー ム に変 る傾 向 あ る も

明 瞭 を な す

全 体 に砂 、 軽 石 、 ス コ リ ア片 等 混

え砂 は 3M付 近 よ り多 く混 え る
全 体 に本占・l■ あ り、 軽 石 は 風 化 さ れ
φ 2～ 3%位 で脆 く指 で つ ぶ れ る
軽 石 色 は 黄 褐 灰 、 赤 褐 灰 よ り な り

円 型 で あ る        
・

ス コ リ ア は φ l～ 2%位 、 亜 円 型
を な し、硬 質 で あ る

4M付 近 に帯 水 層 を確 認
水 位 を測 る と4.05Mに 言忍め る も、
5Mま で 無 水 掘 り を行 い 水 位 を測
る と、 水 位 測 定 出 きず 現 在 6Mま
で 水 位 な し

813.92 10.08
玉 石 、 転 石 混 り 礫

(玉石 混 リシル ト質礫 ) 暗  灰

φ10～ 100%位 亜 円 型 の礫 多 し礫
間 充 填 物 は 水 分 や や 含 む砂 質 シ ル

トよ りな りよ く締 っ て い る

礫 質 は 頁 岩 、 粘 板 岩 質 の礫 多 し

硬 質 で あ る、 最 大 φ600%
着 色 は 暗 灰 多 く、 所 々 茶 灰 の 砂 質

シ ル トを不 規 則 に混 え る不 一 様 な

地 層 で あ る。 水 分 は極 少 しめ っ て

い る程 度 で あ る

φ30-r200m/m位 が 多 く所 々 最 大 φ
600m/m位の 軽 石 も混 え る
亜 円 型 多 く、 全 体 に硬 質 で あ る

礫 間 充 填 物 は暗 灰 の 砂 質 シ ル ト多

く所 々 不 規 則 に茶 灰 の 砂 質 シ ル ト

も混 え不 一 様 で あ る が 平 均 に よ く

締 つ て い る、 水 分 は や や しめ っ て

い る程 度 で 少 い

船窪遺跡北側土層柱状図 (ますみが丘神社付近)

…… 5 -―
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780.57 0.00
0

1

2

3

4

・5

6

7

8
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10

779.07 1.50 1.50 × 表 土 (シ ル ト) 黒

シ ル ト主 体 で 木 根 多量 混 入

含 水 少 く、 サ ラサ ラ して ぃ る

下 部 に従 い硬 化 す る

776.57 4.Oo 2.50
粘       土

(ロ ー ム ) 茶  褐

均一 な地層である
2Mペ ネ試料凍 っていた
酸化鉄分含む

炭化物混入

775.82 4.75 0.75 :シミrll:】 礫 混 り 粘 土 暗 茶 灰 選進王f維磐鐙貸所々
に混入

775.62 4.95 0。 20 玉 石 暗 灰

774.87 5, 70 0, 75理 粘 土 質 シ ル ト 暗 茶 灰 所 々亜角礫混入、非常に軟かい
腐植物混入774.62 5。  95 0.25 シ ル ト 質 粗 砂 暗  灰

774_57 6.00 玉 石 混 り 礫 F喘豊F         ′フて 粒径不均一、若千 シル ト含む

|_I言 [基[サ
ずドの為、不能で

城畑遺跡南側土層桂状図 (小黒川北岸段丘突端付近)

歴史的環境

ここでは歴史的にみてみることを主眼においた項目であることはぃまさら言うに及ばないが,考
古学的な遺跡については次の項目である周辺遺跡との関連に譲ることにして, ここでは文献史の上

での今回発掘調査された遺跡の周辺の歴史を述べていくことにする。

伊那郡の名称が史料の上で初見されるのは正倉院御物の庸布に記された天平10年 (738)の 墨書

銘で,「信濃国伊那郡小村郷交易布一段」と記されているものである。この墨書銘の歴史的な意義

づけは奈良時代に伊那郡と小村郷が存在していたことである。

平安時代承平 5年 (935)に源順が選述した「倭名類衆抄」という書物のなかに現在の伊那市に

関係している郷名がみられる。この郷名としては伊那郡の中で福智と小村,諏訪郡では佐補,美
和,ユ良があげられる。

福智―「布久知」と読み,現在,伊那市富県に南福地,北福地が存在している。想像するに, こ

の郷の範囲は北は三峰川,西は天竜川が境となり,あ るいは河南,東伊那,中沢までも含んでいた

かも知れない。

小村―「乎無良」と読む。天竜川の西側にあったと考えられているが,現在は諸説があって確た
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る定説はない。最近では小村郷は上伊那ではなくて下伊那ではないかと言う異説も出始めている。

ユ良―「返良」とも言われている。現在の伊那市手良付近一帯を中心とした地域で,南の境界は

三峯川に接し,北は箕輪町付近,西は天竜川左岸に接していると考えられている。以上三郷につい

て述べてきたが,今回発掘調査した地域は,小村郷の位置について諸説はあるが,一般的にみて ,
この郷のなかに含まれると思われる。                 ｀

報告書の標題にかかげた 5カ所の遺跡付近の中世史の変遷を記してみることにする。

(1)甲斐源氏の伊那谷への侵入

甲斐源氏の武田太郎信義・一條次郎忠頼等は石橋山合戦の後,源頼朝を尋ねて駿河国へ行こうと

考えたが,平家の方人が信濃国に勢力を張っているのを聞いて,治承 4年 (H80)9月 10日 に先ず

軍を諏訪に進めた。諏訪の庵沢に至って,こ こで陣をひいた。深夜この忠頼の陣に年若き 1人の女

が来て次のように言いました。この言った内容については『市村成人全集第四巻』には下記のよう

に記してある。

「みづからは諏訪大祝篤光の妻である。夫は源家の武運を祈らんため,既に 3ケ 日の間社頭に参

籠して居たが,只今夢想あ り,梶の葉の模様ついたる直垂を着用し,葦毛の馬にまたがりたる武者
1騎,源氏に味方せんとて西方に馳せ去った。是れ偏に大明神の示現にして,明神が源氏を助け給
ふのである。この事夫より申上ぐべき筈であるが,只今神前に侍するの間代 りて参上した の であ
る」

忠頼は明神の霊験あらたかなるを強く感じ,剣一腰,腹巻一領を取って,彼女に与えた。兵を伊
那谷へ進め 菅冠者友則のいる駒ケ根市大田切城を襲った。菅冠者友則はこれを聞いて一度も戦わ
ないで, 自分の居館に火をつけて焼き, 自殺した。信義・忠頼は軍を収めて根上河原に陣し,簡単

菅冠者を討滅できたことを祝い,さ らにこの大勝は神の加護によるものであると確信し,上社に平

出・官所両郷を,下社に辰野,岡谷両郷を寄進にて甲斐に凱旋したのである。

(2)犬房丸伝説

曽我兄弟の仇討ちの的になったのが工藤祐経である。この祐経の子が犬房丸である。この犬房丸

は父が殺されて,なげき悲しみのあまりに,捕縛されている曽我五郎に向かって鉄扇にて額を討っ
てしまった。これを見ていた頼朝のいかりに触れて,犬房丸は七島のある伊那の地に流刑になった
というのが犬房丸伝説である。この伝説は青森県八戸市,宮崎県日向市にも前述したのと類似した

伝説が残存している。この伝説の定説はない。

(3)西春近に於ける工藤氏

犬房丸伝説から尾を引いている工藤氏は西春近に落ち着き,工藤氏を名乗っていたが,師能の時
に小井二に住んだ理由から小井二の名をとって小井二氏を名乗る。小井二氏はその後室町中期頃諏

訪神社の神氏に従って,大方諏訪の地に移住する。この時に移住しなかった諸士が「伊那武鑑根元

記」に登場し,工藤姓を名乗っている土豪達であろうと考えられる。彼等は戦国末期高遠城の家来
であったが,高遠城滅亡後は民間に降るとこの古記録には記されている。

経)吾妻鏡にみられる小井ユ氏

鎌倉時代に書れた「吾妻鏡」のなかに小井二氏に関係した事柄が六カ所にわたって掲載されてい
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る。これらを時代的に列記してみると次のようになる。

安貞 3年 (1229)正 月3日

:貞永 2年 (天福元年)(1233)正 月 2日

嘉禎 3年 (1237)正月3日        ,
暦仁元年 (1238)正 月3日

仁治元年 (1240)正月3日  | :

仁治 2年 (1241)正月3日

(5)工藤文書・小井ユ文書について

前項で述べた工藤氏あるいは小井二氏についてかかれた文書を工藤文書あるいは小井二文書と呼

んでいる。現在は五通残っており,諏訪市在住矢島彦治氏の所蔵となっている。これら5通内容は

譲状,争論,裁許状であって,伊那市西春近を含めた伊那市全域を知る中世史料としては極めて貴

重である。これらを古い順に羅列してみると次のようになる。

◎建長 o年 (1251).2月 ,5甲 付の藤原能綱が嫡子師能に与えた譲状

◎建長 3年 (1251)2月 6日 付の藤原能綱が庶子宮熊わういに与えた譲状

◎建長 3年 (1251)2月 5日 付の藤原能綱の譲状より,時の鎌倉幕府はその嫡子工藤師能 に対

し,建長 3年 12月 14日 付で所領安堵の下文を出した安堵状

◎建長 4年 (1252)8月 7日 付の小井二兄弟所領相論裁許状信濃国春近領小井二弥二郎師能と,

舎弟官熊が代馬保信と相論,小井三二吉郷内の田の事,北条時頼之を裁す。

◎正応元年 (1288)11月 3日 付の幕府小井三道覚 (忠綱)の訴を斥けて盛綱には例の如く弁済せ

しむ。これに対し幕府は北条貞時の名における下知文を下している。

(6)中先代の乱及び大徳王寺城の合戦

この二つの大きな乱及び合戦は信濃中世史研究の上で欠かすことのできない大きな出来事であ

る。よってどの解説書にも概略については述べられているので今回は省略する。ここでは影響につ

いて述べることにする。

中先代の乱一 小井二氏は北条氏と親密関係にあったために,北条時行挙兵の時は何んの文献に

も記されていないが,おそらく参戦したのであろう。

大徳王寺城の合戦い一 諏訪の神家の党として小井二氏があげられる。従ってこの戦争に参加し

た事実は当然と考えてよかろう。

(7)大塔合戦と西春近

合戦の内容については今回は省略する。 この合戦に小笠原軍として加わわった兵士として,『大

塔合戦記』に下牧尾張守,小井二薩摩守五郎の名がみられる。

(8)結城合戦と西春近

合戦の内容については今回は省略する。この戦いの事柄を記したのに「結城陣番帳」力`ある。こ

のなかに24番「小井忌 (二)殿」の名がみられる。

(飯塚政美)



周辺遺跡との関連

船窪・城畑 0城平・官林・山の根遺跡を含めた伊那市竜西北部地区で現在確認されている遺跡は

87カ 所を数える。その分布状態は次頁の伊那市竜西北部地区遺跡分布図に明示してある。これらの

遺跡の内訳を簡潔に羅列すると次のようになる。羅ァJの仕方は分布図の番号順に原貝Jと して従うこ

とにする。

立 地

Jヒ 割 遺 跡 西箕輪羽広 扇状地

古屋敷  ″

扇 端

扇状地

扇 端

財 木 遺 跡 扇状地

(縄)中期竪穴住居 4

勝坂式,加 曽利 E式,打石斧,磨石斧

匙,十字形土製品

(弥)中島式

(曜 51年発掘)

(縄)五領ケ台式,勝坂式,加 曽利 E式,打

斧

(縄)中期土渡 1

勝坂式,加 曽利 E式 ,打石斧,磨石斧

(弥)中島式

(中)柱穴

(昭50年発掘)

(縄)五領ケ台式,勝坂式,加曽利 E式 ,友
匙,敲石斧

(平)竪穴住居13
土師器,須恵器,灰釉陶器,緑釉陶器 ,
鉄鏃,鉄滓

(昭 51.53年発掘)

(縄)中期初頭小堅穴

五領ケ台式,梨久保式,勝坂式,加曽7

石,石皿

(昭51年発掘)

(先)石核

(平)和鏡

(平)土師器

(先)尖頭器

(縄)カロ曽利 E式

(昭48年発掘)

(先)石核

(縄)加 曽利 E式

構跡 名
1所
在 地

蔵鹿山麓 ″

経ケ岳山麓″

西箕輪小学校北

大萱西  ″

伊那養護学校

熊 野 神 社

″　
　
　
″
　
　
古
旦
　
　
″

大

山 麓

扇 端

台 地

打石斧 ,

加曽利B式 ,
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伊那市竜西北部地区遺跡分布図
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５９
６０
６‐
６２
“
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７．
７２

37 おぐし沢
38 丸山清水
39 穴 沢
40 ますみケ丘
41 船 窪
42 鼠平 2
43 鼠平 1
44 上手原
45 城 畑
46 ますみケ丘
47 赤 坂
43 伊勢並
49 八人塚古填
50 狐塚南古填
51 狐塚北古填
52 山の神
53 小黒南原
54 富士塚
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富 士 塚 遺 跡

在 家  ″

高 根

久保田

塚田高根 ″

中道南  ″

桜 畑 遺 跡

殿屋敷  ″

天 庄 I遺 跡

上 戸

天庄 Ⅱ

溝 畑  ″

下の原  ″

堂 洞  ″

富士垣外 ″

宮垣外  ″

〃

　

　

″

西箕輸大萱

″大泉新田

梨ノ木

中条

上戸

中条

遺 跡 名
1所
在 地 立 地

段 丘

台 地

段 丘

台 地

段 丘

扇状地

台 地

扇状地

構泣退

(弥 )

(縄 )

(平 )

(縄 )

(弥)

(縄)

(平 )

(縄)

(弥)

(縄 )

(縄)

磨石鏃

加曽利 E式

上師器,須恵器

勝坂式,加曽利E式

中島式

中期土器

土師器,須恵器,灰釉陶器

勝坂式,加曽利E式,堀ノ内式,石鏃,打石斧,
敲石斧,黒曜石
土器

加曽利E式,打石斧

加曽利E式,石鏃,打石斧,磨石斧,敲石斧,石
皿,釣針状石器,石棒,土偶 中期初頭竪穴住居 1

(平)布 目瓦

(昭 55年発掘)

(縄)加 曽利 E式 ,打石斧,磨石斧,有孔大珠

(縄)五領ケ台式,勝坂式,加曽利 E式 ,堀ノ内式,打

石斧,磨石斧

(平)土師器,須恵器

(縄)中期土器

(縄)中期竪穴住居 2

木島式,黒浜式,中期土器,安行式,大洞式,樫
王式,五貫森式,打石斧,磨石,横刃形石器,凹石

(昭 54年発掘)

(奈)土師器,須恵器

(縄)中期土器

(平)土師器,須恵器

(縄)中期土器

(縄)中期竪穴住居 2,土渡 10
五領ケ台式,勝坂式,加 曽利 E式,堀ノ内式,打
石斧,磨石斧,砥石,石棒,黒曜石

(弥)竪穴住居 1

後期土器

(奈)竪穴住居 1
土師器,須恵器

(平)竪穴住居 2,竪穴 1,柱穴群 1
土師器,須恵器,灰釉陶器
(旺 54年発掘)
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堀の内

上の原

小花岡

中の原

与地山手 ″

与地原  ″

Jヒ  ラけ

矢塚畑

八人塚

おぐし沢

丸山清水  ″

&l* & tu,

西箕輪 中条

鋤
　
″

穴  沢 ″ 横山 台 地
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立 地

扇状地

舌状台

地

扇状地

扇状地

山 麗

段 丘

(縄 )

(縄 )

(近)

(縄 )

(縄)

(縄)

物注退構

(平)

(縄)茅山式,北白川下層式,中期土器,打石斧,磨石
斧,石棒,石錘

(中)空堀
(近)建物址
(昭 54年発掘)

(平)土師器,須恵器 |

(縄)中期竪穴住居 1,土墳 2

中期初頭型式,勝坂式,加曽利 E式 ,堀 ノ内式 ,
石鏃,打石斧,横刃形石器,石棒
土師器,須恵器

(雁 54年発掘)

中期土器,打石斧
磨石鏃

竪穴住居 2

土師器,須恵器,灰釉陶器
(昭 50年発掘)

中期土器

ロームマウンド1              :
加曽利 E式,石鏃,打石斧

土墳

(昭51年発掘)

中期土器

石鏃

中期竪穴住居 7,土墳 1

中期初頭型式,勝坂式,加曽利 E式 ,

石鏃,打石斧,磨石斧,石匙,石錐

(旺 53年発掘)

茅山式,勝坂式,加曽利 E式 ,磨石斧,礫器,棒

縄

弥

平

台 地 (縄)

段 丘

状石器,石匙,砥石

(平)竪穴住居 1,土墳
土師器,灰釉陶器

(中)土疲
内耳土器

(曜 51年発掘)

(縄)竪穴住居20, ロームマウンド1,■l■ 17

梨久保式,平出ⅢA式,藤内式,井戸尻式,曽利

式,打石斧,磨石,磨石斧,横刃形石器,棒状石
器,石刀,石錘

(平)竪穴住居 3

土師器,須恵器,灰釉陶器
(昭 52年発掘)

(縄)勝坂式,加曽利 E式



ますみが丘上

遺跡

船 窪  ″

鼠平Ⅱ  ″

鼠平 I

上手原  ″

城 畑  ″

ますみが丘 ″

伊勢並  ″

八 人 塚 古 墳

狐塚南  ″

狐塚北  ″

山の神  ″

名
1所 _=_地 1呵
伊那・小黒原

″ 船窪

鼠平

″ 大坊

″   ′|、里

西町・小黒原

西町  ″

伊那  ″

台 地

段 丘

台 地

台 地

段 丘

(縄)中期土器,石器

(縄)中期土器

(中)陶器

(縄)中期土器

(平)土師器,須恵器,灰釉陶器

(先)ナイフ形石器,尖頭器
(縄)加曽利E式,晩期土器,石鏃,打石斧,敲石斧,
凹石,石匙,石冠,玉 ,土偶

(弥)磨石鏃
(縄)中期土器

(縄)前期土器,中期初頭型式,勝坂式,加 曽利E式 ,
石鏃,打石斧,敲石斧,敲石,石皿,石匙

(縄)中期土器,石鏃,打石斧        ‐

(中)溝状址
(昭48年発掘)

(縄)中期土渡
木島式,中期土器,石鏃,打石斧,石匙,削器
(昭48年発掘)

(先)尖頭器,剥片石器

(縄)中期竪穴住居 1
格子目押型文土器,斜縄文土器,天神山式,木島
式,加曽利E式,石鏃,石槍,爪 形掻器,打 石
斧,片刃石斧,磨石,敲石,石匙,石錘,滑石製
有孔玉

(弥)中期土器,有孔磨石鏃,石庖丁

(平)土師器,須恵器,灰釉陶器,青銅鏡

(昭 38年発掘)

(古)円に19。 3,高 2.0),横

直刀 3,刀子2,鉄鏃,管玉 2,丸玉 3,須恵器

(古)円略24.4,高 3.0),横
鉄鏃,刀子,轡,金環,玉 ,杏葉 3,土師器,須
恵器

(古)円 (径 14.4,高 3.o)i横

(縄)土墳

早期土器,加曽利E式 ,打石斧,磨石斧,玉,土
錘

土器

土師器,須恵器,灰釉陶器
陶器 (天日)

(昭 50年発掘)

段 丘

段 丘

わ

つ

↓

―- 13-―



跡 所  在  地 立 地

小黒南原遺跡

富士塚  ″

城 楽  ″

小沢原  ″

小沢 神社 遺 跡

月見松 1号経塚

″  3号 ″

月 見 松 遺 跡

鳥居原  ″

″ 小沢

伊那・西町 台 地

段 丘

台 地

丘 陵

台 地

段 丘

丘  陵

小黒原

下小沢

″ 西町

物色退構

(縄)中期初頭型式,加曽利E式,石鏃,打石斧,磨石

斧,石匙,土錘,円石

(近)塚

(縄)前期末土墳 1,後期土墳 1, ロームマウンド1

楕円押型文土器,下島式,堀ノ内式,石鏃,打石

斧,石錘

井戸 領田旧井址)

(旺48年発掘)

中期土器,打石斧

中期土器,石棒

円(径 7.8,高 1.0)

円

細石刃核,有舌尖頭器

前期堅穴住居 1,中期竪穴住居103,土渡901

諸礎C式 ,平出ⅢA式,梨久保式,勝坂式,加曽

利E式,加曽利 B式 ,石鏃,打石斧,磨石斧,石

匙,石錐,石皿,磨石, 敲石, 凹石, 石錘, 石

棒,土製円板,土偶, ドングリ

(平)竪穴住居 8

土師器,須恵器,灰釉陶器,鉄鎌,刀子

(中)城跡,火葬墓 3

(近)

(縄)

(縄)

(古)

(古)

(先 )

(縄)

(平 )

(縄)

(平 )

(縄)

(縄)

(古)

(平 )

(縄)

古銭

(昭434851年発掘)

土師器 i

勝坂式,打石斧

土師器,須恵器,灰釉陶器

前期竪穴住居 1

押型文土器,茅山式,北白川下層式,花 積 下 層

式,関山式,黒浜式,諸礎AOB・ C式,石鏃 ,

打石斧,石匙

(旺 46年発掘)

五領ケ台式,勝坂式,加 曽利 E式 ,打石斧,磨石

斧,敲石斧,有頭石棒

須恵器

土師器,須恵器,灰釉陶器

(昭39年発掘)

勝坂式,加曽利 E式,石鏃,打石斧,局部磨製石

斧,石匙,石錘,敲石斧

―- 14-―



今 泉 遺 跡

清水洞

牧ケ原

大清水  ″

山本田代 ″

m E ns l" w, 
I

山寺 丘 陵

山寺

″ 御園

伊那・御園

西春近・山本

丘 陵

段 丘

二 陵

段 丘

(縄)押型文土器,撚糸文土器,茅山式;黒浜式,諸磯

B・ C式,薫領ケ台式;勝坂式,加曽利E式,堀

ノ内式,晩期土器, 打石斧, 敲石斧, 石匙, 石

錐,石錘

(平)土師器,須恵器

(昭53.51年発掘)

(縄)加曽利 E式 ,打石斧,磨石斧,石錘

(平)土師器,須恵器,灰釉陶器

(縄)石鏃,打石斧,磨石斧,石錐

(平)須恵器

(縄)中期土器

(縄)中期土器

(平)土師器,須恵器,灰釉陶器

(先)ナイフ形石器

(縄)勝坂式,加曽利E式,石鏃,打石斧,石皿,磨石

斧,敲石斧,塾形磨石斧,石錐,石匙,石棒

(弥)土器

(古)須恵器

(平)土師器,須恵器

(縄)楕円押型文土器,中期初頭型式,勝坂式,加曽利

E式,堀ノ内式, 晩期土器, 石鏃, 打石斧, 石

llll,磨石斧,敲石斧,石匙ち石錐,石錘

(弥)土器

(古)土師器,須恵器

(平)須恵吾

(先)ナ イフ形石器,尖頭器,掻器, ドリル石刃

(昭 38年発掘)

(縄)中期土器

(縄)中期初頭型式,後期土器,打石斧,磨石斧

(平)竪穴住居 6,小竪穴

土師器,須恵器,灰釉陶器,鉄鏃,刀子,鉄具,

鉄滓

(中)土鍋,陶器償瀬戸,天目)

(近)陶器,青銅製品

(昭 48年発掘)

―- 15:‐‐



名
1所
在 地
1立
地

関 畑 遺 跡

城 平  ″

常 輪 寺

宮 林  ″

山の根  ″

山 本

常輪寺下 ″

伊 那 横 山

西春近 山本

西春近・山本

上 村 段 丘

―- 16 -一

台 地

扇状地

台 地

扇状地

(縄)中期土器

(縄)竪穴住居 1

中期末・後・晩期土器,磨石,石棒

(平)竪穴住居 8

土師器,須恵器,灰釉陶器,砥石,刀子

(中)地下倉 3,小堅穴 2,墓疲 4

内耳土器,陶器(黄瀬戸,天日,備前),青磁,石日,砥

石,刀子,ピンセョト状鉄製品,釘,火打金具,古銭

(昭47年発掘)

(近)寺院址,井戸址

(中)寺跡

(縄)押型文土器,加曽利E式,打石斧,焼石

(縄)前期土羨,中期竪穴住居 2,土渡 1,粕畑式,諸

磯C式,加曽利E式,後期土器,打石斧,砥石,

黒曜石片, クルミ

(弥)竪穴住居 1

中島式

(平)竪穴住居 4,小竪穴 1

土師器,須恵器,灰釉陶器,銅製銃

(中 )竪穴

内耳土器,天目茶碗

(昭 47年発掘)

(縄)中・後期土器,打石斧

(弥)土器

(縄)中期竪穴住居18,土墳 7

梨久保式,五領ケ台式,平出ⅢA式,阿玉台式,

勝坂式,加曽利E式,大洞A・ C2式

(奈)竪穴住居 1

土師器,須恵器

(平)竪穴住居 1

土師器,須恵器,灰釉陶器

(中)柱穴群

陶器(常滑,中削‖,古瀬戸,美濃,黄瀬戸),青磁,輔羽口

(昭49年発掘)

(縄)中期土器,打石斧,敲打器

(弥)中島式



所  在  地

北 条 遺 跡 西春近・山本 中期竪穴住居 8,中期土墳 4,配石 1 勝坂式,

加曽利E式,石斧, 打石斧, 磨石, 凹石, 磨石

斧,剥片石器,砥石,棒状石器;石錘

竪穴住居 1

土師器,須恵器,陶硯

竪穴住居 2

土師器,須恵器,灰釉陶器

(昭49年発掘)

黒浜式

,1片

前期竪穴住居 2,小堅穴 2

木島式,北白川下層式,黒浜式,諸磯A・ B・ C

式,大歳山式,打石斧, 磨石, 敲石: 石皿, 礫

器,横刃形石器,棒状石器

竪穴住居 1,小堅穴 1-

土師器,須恵器,灰釉陶器

上島下

上 島

東方B

城平上

″ 上島

″ 東方

″ 山本

立 地
|

段 丘

扇状地

物構

(縄 )

(奈 )

(平)

(縄 )

(先 )

(縄)

(平)

(昭48年発掘)

(縄)中期土器,打石斧

(縄)中期土器

(平)土師器,須恵器

(雁 47年発掘)

以上87カ所の遺跡のうちで極だった遺跡としては月見松遺跡があげられる。この遺跡の概略につ

いて『伊那市の文化財』によれば次のように記してある。『月見松遺跡は昭和 45年 H月 21日伊那

市史跡に指定された。全国でも屈指の,縄文中期を主体とした大遺跡である。その立地は小沢川左

岸段丘上にあり,遺跡の東端を中央道が,ま た北端を旧権兵衛街道が通過している。天竜川・三峰

川により形成された河岸段丘は,伊那谷でも伊那市を中心に最も広く,その大地も安定してtヽる。
ここに所在する月見松遺跡は,その規模の大きさ,出土品の量の豊かさから早くから注目された』

いままでに昭和43年度に開田事業により第 1次調査を,昭和48年度に中央高速道路により第 2次調

査を,昭和51年度に開田事業により第 3次調査をそれぞれ実施した。過去 3回の調査によって検出
された遺構は縄文時代 :平安時代の竪穴住居l■ 111軒,土墳886基,その他,竪穴,土墳,集石遺構

等々数多いものであった。第 3次調査によって検出された住居址を簡単な表にまとめてみると次頁

のようになる。第 3次調査によって検出された遺構に付随した遺物を次々頁より掲載します。

- 17-―



住 居 址 要 目 一 覧 表

住居址

番 号
プラン
規模(m)

炉 比定時期
肩言Jヒ東西

円 石囲炉 曽利 I

楕 円 石囲炉 新 道

円 石囲炉 井戸尻Ⅲ

円 石囲炉 井戸尻Ⅲ

円 ? ?
？

・
不 詳 井戸尻Ⅲ

円 ? ?
？

・
地床炉 諸磯C

円 ? ? 地床炉 井戸尻 Ⅱ

円
石囲炉
地床炉

井戸尻Ⅲ

楕 円 埋甕炉 新 道

円 ? ？

・
石囲炉 藤内 I

長円? 3.5 埋甕炉
九兵衛尾枢
Ⅱ

円 石囲炉 井戸尻Ⅲ

円 ? 地床炉 藤内 I

円 障 不 詳 新 道

円
1不
明 石囲炉 新 道

円 地床炉 井戸尻Ⅲ

楕円 石囲炉 藤内'I

円 5.3 ? 石囲炉 藤内Ⅱ

円 ? 地床炉 藤内Ⅱ

円 石囲炉 井戸尻Ⅲ

円 ? ？

。
不 詳 藤内Ⅱ

円 5.25
？

・
地床炉 新 道

円 石囲炉 藤内Ⅱ

円 3.5 石囲炉 藤内 I

円 地末炉 梨久保 ?

円 地床炉 新 道

円 地床炉 井戸尻Ⅱ

楕円 石囲炉 井戸尻 Ⅱ

円 5. 031 5.071 石囲炉 曽禾JI

円
？

・
埋甕炉 九兵尾根 I

円 ?
？

ｏ

？

。
石囲炉 井戸尻 I

住居趾

番 号
プラン
規模(m)

炉 比定時期
南ゴヒ
1東
西

円 5。 68 5.56 石囲炉 曽禾JI

円 5.0 4.35 石囲炉 井戸尻Ⅲ

円 14. 0 14. 0tl 地床炉 新 道

円 4.2 
14.06 石囲

炉 不 詳

長方 t. aslz. oz 1粘璽力攣ド国分Ⅲ
不正長圧 4.25 右 囲 伊

地床炉
井戸尻 Ⅱ

円 ?
？

・
? 不 詳 不 詳

円 ? 石囲炉 井戸尻 Ⅱ

円
？

・
? 石囲炉 藤内 I

110

111

円

一
円

。
９

一
跡

・
５

一
？

・

石囲炉

石囲炉

井戸尻 ]

月見松 I

参考文献
。長野県史 (考古資料編)

長野県史刊行会刊
。月見松遺跡第Ⅲ次緊急発掘調査報告書

伊那市教育委員会刊

。伊那市の文化財

伊那市教育委員会刊

。伊那路

上伊那郷土研究会刊

- 18 -‐



り

'1
／
ン
ノ
ノ
　
司
フ
ー
ー
ー
引
／

―̈

ぷ
照
緩
　
引
ヨ
蓑
山
Ｊ
中
８
　
Ｎ
　
引
ヨ
洲
典
ｕ
中
躍
　
｝

国
Ｎ
状



′
   6

第3図 85号住居址出± 5 88号住居址出土 縮尺1/3

-- 20 -―



3

幽

‐ ‐‐

劇

５

7



2

3

9

70号住居址出土

―- 22 -―

縮尺1/2第 5図



1

月

２ 3

5

8

第6図  5のみ72号住居址出土 他はすべて71号住居址出土 縮尺%
―- 23 -一



ρ

ν

＝

３

ｒ
ｕ

Ｈ

‐―

脚

円

‐―

用

1

μ

灯

熟

8

――
　

　

　

　

　

　

　

　

　

％尺縮土

酬．　２４．



難
‐――

」
淵

‐ ‐―

村

６

8

肖
〃

Ｌ



Ｆ

“

――

Ｆ
ｎ
“
Ｉ
胃
「
ｒ

１

‐
ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｆ

‐１

１

ｌ

Ｉ

● 2

ヽ

■
■
■
，
Ｅ
Ｉ
■
一
■

Ｂ
ｌ
ｒ
ｒ
聯
丼

●
Ｉ

Ｉ

ｌ

■

ＩＩ

■

１
よ

１

１

男

〓

η

問
晰
＝
Ｈ
‐‐
闘
肝
‐‐――
嘱
＝
欄
ｒ
卜
，１

切嘲警肝〃

月

〃

″

７

∩

月

＝

＝

Ｈ

Ｈ

８ ｎ
ｕ

74号住居址出± 3～ 10

--26-―

75号住居址出土 縮尺%第 9図  1～ 2



∩
″

札

7

1

第10図 76号住居址出土 縮尺1/2

-- 27 -一



Ｊ

４1

5

9

円
＝
＝
＝
＝
月
　
‐

Ｈ

‐―

肝

円

‐ ‐

＝

肝

７

77号住居址出± 6～ 11 78号 住居址出土 縮尺%
―-28 -

β

〃

＝

第11図  1～ 5



3

＝

‐―

＝

7

9

４

／
／
＝

1

Ll:JII」】】fiL

第12図  1～ 3 81号住居址出± 4～ 9 82号住居址出土

―- 29 -一

幽

――

‐―

‐―

用

8

縮尺1/2



ゴ

躍

覆

ョ

ー

3

Ｈ

‐ｊ

層

，
鍋
津

Ｌ

Ｄ

喜

Ｔ

第13図  82号住居址出土 縮尺%

-30-



第14図 85号住居址出土 縮尺1/2

-31-



6

Ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｈ

月

〃



円

周

月

３

4

第16図 86号住居址出土 縮尺 1/2

-- 33 -―

〃

ν

‐―

肝



剛
＝
Ｈ
同
ほ
Ⅳ
‐―
‐―
‐―
胴

２

日

Ｈ

川

月

＝

‐―

用

＝

Ⅳ

Ｈ

剛

円
胴
魏
麟

¨ ―

鞘
ｌ
ｒ
た
費
「ヽ

　
　
　
　
　
　
％尺縮

7

第17図 87号住居址出土

―-34-―



1

2

6

88号住居址出± 7 89号住居址出土 縮尺1/2

-- 35 -―

第18図  1～ 6



０
４

1

４

日

＝

‐――

＝
3

｀
‐ 暉
~

第19図  1～ 6 89号住居址出± 7・ 8 90号住居址出土 縮尺1/2

‐36 -―



65

＝

‐ ―

‐ ―

＝

＝

＝

１ ５

∩

嵐



2

＝

＝

ノ

1

3

5

∩

― ―

＝

‐ ―

‐ ―

＝

＝

８

6



3

川
＝
日
――
―Ｉ
Ｈ
６

円
＝
Ｈ
＝
＝
＝
‐Ｉ
Ｈ
２

Л
叶

第22図 94号住居址出土 縮尺1/2

-- 39 -―



円

― ―

目

日

＝

Ｈ

Ｈ

３

Ｈ

＝

月

〃

６

11

第23図  1～ 5 94号住居址出± 6～ 13 95号住居址出土 縮尺1/2

-- 40 -

8

ｎ
ｕ

円
‐―
月

7

12



‐

　

３

75

9

第24図 96号住居址出土 縮尺1/2

-41-



2

3

゛

ｈ

＝

Ⅳ

７

9

8

6

岬

‐―

‐―

‐―

口

第25図  1～ 6 97号住居址出± 7～ 11 98号住居址出土 縮尺1/2

-- 42 -―



1

2〕

Ｈ

＝

Ｈ

同

＝

４

5
η
ｌｌ
こ

幽
―‐
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

ｌ３

円
Ｈ
‐―
‐―
‐―
‐―
用

‐０

１

〃

召

月

月

‐ ８

９

　

幽
‐‐
‐‐
‐―
‐―
‐‐
同
‐ 〃

社
99号住居址出± 11～18 100号 住居l■出土 縮尺1/2

-- 43 -―



2

6

3



"   
せ  ぃ  

∞

H



5

7

‐
　

３

4

口
＝
＝
Ｈ
＝
Ｈ
　
６

8

第29図 103号住居址出土

―- 46 -―

縮尺1/2



1

104号住居址出土 縮尺1/2

-47-



Ｈ

ＩＩ

‐―

〃



四
―‐
川
＝
＝
＝

３

＝

月

＝

＝

）

一Ｌ

８

　

　

　

　

‐

‐‐

Ｆ

６

　

ノ

ー

ー

“

‐２第32図 108号住居址出土 縮尺1/2

-- 49 -―



3

『 12

＝

‐―

‐―

‐Ｉ

Ｈ

２
　

　

　

５

８
　
　
（
い
月
″
，
Ｈ

川
‐―
‐―
‐―
回
Ⅲ
７

‐３　　̈

日

＝

用

５”　
　
．

阻
　
一

址居住口亨
１０

第33図



V〃

1～ 6 231号土拡出± 7・ 8

9～13 680号 土 l・A出± 14。 15

-51-

9

‐２

Ｅ
Ｊ

Ⅳ
＝
＝
‐―
＝
Ｈ

ｌ３ 14

452号土拡出土

762号土ナ広出土 縮尺1/2
第34図



3

6

円

日

目

目

目

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

２

第35図  1 756号 土鉱出± 2～ 6 802号土拡出土

7～10 806号土拡出土 縮尺1/2

-- 52 -―



8

第36図 70号住居址出土 縮尺1/2 9 のみ1/4



2

６
　

　

９71号住居址出± 8'9 72号 住居址出土 縮尺%
―- 54-―

第37図  1～ 7



2

ハ
凧
――‐
――‐
‐―‐
――‐
―‐‐
Ⅲ
Ⅲ
Ｗ
ツ

　
４

輻

‐
――――――――――‐‐
誦

柵
躙
彰肉‖
01‖帯
涯丑±|1以

０
０

第38図 72号住居址出土 縮尺1/2

-- 55 -



5

第39図 1～ 2 72号住居址出± 3～ 7 73号住居址出土 縮尺1/2

―- 56 -―



9

縮尺1/2

1～ 4 73号住居址出± 5 74号住居址出土

6 75号住居址出± 7～ 10 76号住居址出土

4 のみ1/4

-- 57 -一

第40図



7

第41図  1～ 6 76号住居址出土

8

7～ 9 77号住居址出土 縮尺1/2 2・ 8 は1/4

-- 58 -―



酬

―― ――

―― ―Ｉ

Ⅲ

Ｖ

８

9

第42図  1～ 2 77号住居址出土

7～ 8 79号住居址出土

3～ 6 78号住居址出土

9～12 80号 住居址出土 縮尺1/2

-- 59 -―



こ
=ミ
ニ
=_―
´́ r二 ′メ

ド
|ミ「≡己0物

81号住居址出±  2～ 9

-- 60-―

円 口ヽ ,

第43図  1



5

第44図  1 82号住居址出± 2～ 5 84号住居址出土

6～ 9 85号住居址出土 縮尺%

h

皿|‖鮮‖‖

-61-



85号住居址出土 縮尺1/2

-- 62 -一



ハ
ーーＩ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ＩＩＩ
Ｕ

２

一

10

8                               V

第46図  1～ 6 85号住居址出± 7～ 10 86号住居址出土 縮尺%



第47図  1～ 5 86号住居址出± 6～ 8 87号住居址出土

9 88号住居址出土 縮尺%

……64-―



1

6

第48図  1～ 6

ゝ
＝

■

87号住居址出±  7～ 1

--65 -―

淋
Ⅲ

ＩＩ
‐
―――Ｉ
Ⅲ

Ⅲ

＝

――
―
―

―――

―――

―――

――

‐
――

＝
胴
―――――
―――――
‐――――
＝

〃
Ⅲ
Ⅲ
脚
鱚

いヽ15
茫ざ

‖塀

‖ヾ
叩懺凸

0 88号住居址出土 縮尺%



ハ

船

川

川

― ― Ｉ

Ｗ

Ｗ

６

ハ

ー ー ‐

刊

―――

ッ

８

∩
―――
‐―‐
Ⅲ
‐――
――Ｉ
Ⅲ
ＩＩＩＩ
Ｗ
）
１２

一

∩
――‐
――‐
――‐
Ⅲ
ψ

一

11

第49図  1～ 2 88号住居址出土

7 90号住居址出± 8

9～13 93号 住居址出土

―- 66 -一

3～ 6 89号住居址出土

92号住居址出土

縮尺%



ハ
ーーー
‐―Ｉ
Ｌ

副

―――１

１１１‐

―――‐

Ｖ

¶

川

―――

―――

＝

―――

―――

ッ

一

10

第50図 93号住居址出土 縮尺1/2

-- 67 -―



F
i.ri l′ 1.

■ ::li

lll・ 1・ユ

Ψ

羹

8

|

7

第51図  1 93号住居址出± 2 95号住居址出土

4～13 97号住居址出土 縮尺1/2

‐ｏ

ハ

‐

―――

胴

岬

‐９
ι

　

　

３

蜀‖
饂1鮨

‖徽‖1趙舅
閻Ⅲ吻

-68-

96号住居址出土



第52図 97号住居址出土 縮尺1/2

-- 69 =―



―○

第53図  1～ 3 98号住居址出土

6。 7 100号住居址出土

10

4・ 5 99号住居址出土

8～12 101号 住居址出土

―-70-―

縮尺%



ｎ

＝

＝

＝

＝

Ⅷ

ｖ

一

１

―

　
一

島
０
ノ

1～ 7 102号 住居址出土

9～13 104号住居址出土

-71-

12

8 103号住居址出土

縮尺1/2

蘊

Ⅷ



104号住居址出± 4～ 10 106号 住居址出土

一-72-―

‖
聯
愧
″欄

薇

第55図  1～ 3 縮尺% 10 のみ」/4



第56図  1 106号 住居址出± 2 107号住居址出土

3～ 5 108号住居 6～ 12 109号 住居址出土 縮尺%
……73 -―

榊‖
伸‖‖
糊‖

肝‖||リ



1～ 7 109号住居址出± 8 表面採集

-74-

ε
′クチ

``％
％
七

第57図 縮尺1/2



凡  例

1 今回の発掘調査は西部開発に伴う,西部送水管事業で,第 4次緊急発掘調査に もと

づ く報告書とする。

2 この調査は,西部送水管事業に伴う緊急発掘で,事業は関東農政局伊那西部農業 水
利事業所の委託により,伊那市教育委員会が実施した。

3 本調査は,昭和57年度中に業務を終了する義務があるため,報告書は図版を主体 と
し文章記述もできるだけ簡略にし,資料の再検討は,後 日の機会にゆずることにした。

4 本文執筆者は,次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

飯塚政美 友野良一

◎図版作製者

O遺構及び地形実測図 小池孝

O土器拓影 小池孝,飯塚政美
0土器実測 小池孝

O土器実測 小池孝

◎写真撮影

O発掘及び遣構 飯塚政美,小木曽清
O遺  物 友野良一

5 本報告書の編集は主として伊那市教育委員会があたった。
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第 1節 発掘調査の経緯

第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに付設する計画が実施さ

れて徐々に工事が進ちよくしています。伊那市においては,西箕輪,西春近・伊那地区がこれに該

当し,昭和50年度に西箕輪大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡,昭

和54年度に西箕輪上戸官垣外遺跡,西箕輪中条天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡,昭和55年度

に西箕輪吹上桜畑遺跡の調査が行われてきた。

本年度は船窪遺跡,城畑遺跡,城平遺跡,官林遺跡,山の根遺跡の発掘調査を実施するようにな

っ た 。

昭和56年 8月 31日  長野県教育委員会文化課関指導主事が来伊し,伊那市教育委員会社会教育課

職員,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と三者協議を混じえながら予算査定を行う。

昭和57年 5月 18日 夜,ま すみが丘公民館にて関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と伊那市

教育委員会社会教育課職員が地主に対し,遺跡発掘調査の意義を説明し,調査に協力をお願いする。

同夜は地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 4日 夜ますみが丘公民館に於いて,前回 5月 18日 に説明した旨を地主が納得でき

るように丁寧に解説する。前回同様に,同夜も地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 15日 夜,ま すみが丘公民館にて,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員が出席

して,地主側に同意を求める。同夜地主の同意が得られる。

昭和57年 6月 21日  伊那市教育委員会社会教育課職員が船窪遺跡に該当する2人の地主宅を訪問

し,発掘承諾書に署名,捺印をしてもらう。

昭和57年 6月 30日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で 〔埋蔵文化財包蔵

地発掘調査委託契約書〕を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

船窪遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長 伊沢 一雄  伊那市教育委員会教育長

―- 5 -=



第 I章 発掘調査の経過

副 委 員 長 福沢総一郎

委   員 赤羽 映土

調査事務局 三沢 昭吾
″   石倉 俊彦
″   柘植  晃
″  武田 則昭
″   沖村喜久江

発掘調査団

団   長 友野 良一

副 団 長 根津 清志
″   御子柴泰正

調 査 員 飯塚 政美
″   小木曽 清
″   小池  孝

第 3節 発掘日誌

伊那市文化財審議委員会委員長

伊那市教育委員長

伊那市教育委員会教育次長

″    社会教育課長
″    社会教育課長補佐
″    社会教育係長
″    社会教育主事

日本考古学協会会員

長野県考古学会会員

日本考古学協会会員

宮田村考古学友の会会長

日本考古学協会会員

昭和57年 6月 30日  晴 明日からの発掘調査実施のために作業員,団長,調査員に密な連絡をと
り,発掘調査に万全を期すようにした。午後,念のために,関東農政局伊那西部農業水利事業所担
当職員と連絡をとりあう。

昭和57年 7月 1日 晴

本日よりたいぼうの発掘調

査である。西箕輪羽広にあ

る伊那市考古資料館にて道

具の点検,整備,修理を実

施する。

昭和57年 7月 2日 晴

伊那市考古資料館より船窪

遺跡の現場へ発掘器材を運

搬する。テントは南北に細

長 く二張 り建てる。建てる

際に,幅 4mと 限られた範

囲内だったので一工夫が必

要であった。テント建ては

午前中一杯かかって終了す

る。



第3節 発掘 日誌

午後はグリットを設定する。グリットは用地内の東側に基準線を設け,それによって決め
ること

にした。その決め方は南北に 1～ 27,東西にA～ Bと する。用地内が南北に細長いので南区
と北区

にわける。本日のグリット設定地区は南区と命名する。グリットは 1辺が 2m× 2m,面積 4m2と

する。夕方までかかってグリットの杭を打ち終えた。

昭和57年 7月 3日  晴 Al～ A7ま ではテントを設営してしまったので, グリット掘 りはテ
ン

トを移動して最後に掘ることにする。従って,テ ントの北側,A8よ り掘 り始じめる。本 日は A

12,A14,A16,A18,B13,B15,B17の グリットを掘る。

発掘面積が限定されているので,一松状に掘 り下げていく。掘 り下げていく
レベルは近 くの鼠平

遺跡はプンの時代であるため,ひ ょっとすると, この船窪遺跡もプ
レが出土するかも知れないと思

い,ハ ードローム層まで掘 り下げる。Aラ インは道路拡幅の時に削ず りとられた
とみえて,掘 り下

げていくと攪乱部分があった。

昭和57年 7月 5日  晴 B17の褐色土層面より縄文中期土器片が出上した。土器の出土した褐色

土層面には炭化物が少量検出された。このような状況であった
ので,B17,B18,B19の三グリッ

トを丁寧に掘 り下げていく。 Bラ インの東壁のセク
ション図の作製。

昭和57年 7月 6日 晴 前日,土器の出土したグリット付近の拡張及び掘 り下げを実施す
る。掘

り下げていくと焼上が検出されたが,遺構や遺物は何も発見されなかった。今ま
で掘 り下げたAラ

インの東壁断面図を作製。

昭和57年 7月 7日 晴時々雨 当初地主との約束通 り,今まで掘ったグリットの埋めもどしを実

施する。

昭和57年 7月 8日 晴時々曇 前日と同様な作業を実施する。A8よ り北側,つ まリテ
ントを建

てた場所より北側の全測図を作製する。

昭和57年 7月 9日  雨時々曇 本日は朝のうちは雨降 りだったので,発掘作業は中止し,今ま
で

の図面整理や反省会を行う。

昭和57年 7月 10日 晴 今

まで掘ったグリットの埋め戻

しを実施する。北側の北区に

決定した地区の掘 り下げを行

ぅが, ローム層まで極めて浅

くて30cm位であった。

北区の全沢」図を作製する。

昭和57年 7月 12日  晴時々

雨,前 日掘った I区の埋め戻

しを行う。テントの北側,南

区A27付近のグリットの掘 り

下げを実施する。道路敷の下

に黒い落ち込みを発見する。



第 I章 発掘調査の経過

昭和57年 7月 13日  A27付近の東側に前日発見された黒い落ち込みが南北に走っていた。この落
ち込みのプランを確認するために拡張を始めるとともに, この遺構を第 1号溝状遺構と命名する。
付近の人に聞くと江戸時代末期に,小黒川の近 くに横穴を掘ちて,それを水源にして水を引いた
井筋を掘ったことがあると聞されている。あるいは,それではないかとのことであった。
この遺構はところどころに凹地があ り,水が流れたとみえて砂の堆積があった。底面より有田焼
の藍色染付磁器片が出土した。この陶器製作年代より, この井筋は江戸時代末期ころ開さくされた
ものと思われた。

昭和57年 7月 16日 晴時 雨々 12日 に発見された井筋のプランを確認するために南へ と拡張す
る。井筋の完掘を実施し,写真撮影の準備をする。小雨が降って来て,撮影には不適当なので, シ
ニトをかけて汚れないようにして,天気の良好な日には写真が撮影できるよぅにした。午後 2時頃
から雨が強くなってきたので,テ ントのなかで土器洗浄をする。
昭和57年 7月 17日 雨 本日は雨降 りだったので,現場のテントの中で図面整理をする。
昭和57年 7月 19日 雨 土器洗浄と注記を行う。
昭和57年 7月 22日  晴 溝状遺構 (井筋)の完掘,清掃,写真撮影終了,溝状遺構の平面及び断
面実測。

昭和57年 7月 23日  晴 溝状遺構の南側と北側の東西のセクション図作製,溝状遺構 の埋 め戻
し。

昭和57年 7月 28日  晴時々曇 テントの下を掘 り下げる。
昭和57年 7月 29日  晴時々曇 前日掘ったグリットの埋めもどし。
昭和57年 7月 30日  晴時々曇 現場のあとかたづけを実施する。
昭和57年 8月 10日 現場の′点検を行う。
昭和57年 12月～昭和58年 2月 図面の整理,原稿執筆,報告書の編集,報告書を印刷所へ送る。
昭和58年 3月 報告書を刊行する。

(飯塚政美)
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本遺跡中の層位は割合に単純な

姿で,検出された。その理由とし E
ては, この遺跡は割合に平坦地でヽ .■

自然的条件に左右されることが少

な く,割合に規則的な層序関係を

呈していた。

層序関係を第 1図にもとづいて

述べてみると下記のようになる。

第 I層一黒色土 (耕作土),第 Ⅱ

層―黒褐色土,第 Ⅲ層―ローム混

り黒褐色土 (漸移層),第 Ⅳ層一

軟らかいローム層 (ソ フトローム

層,第 V章一硬いローム層 (ハ ー

ドローム層),第 Ⅵ層一混礫黒色

土 (道路縁),第Ⅶ層一混ローム

粒黒色・黒褐色土 (埋土),第Ⅷ

層―砂礫層であった。

以上,述べてきた, 8層につい′′覆
て特徴を記してみることにする。

第 I層は耕作上であったが,畑の

手入れが良好とみえて,充分なる

有機質を含んだ黒色を呈していた

第Ⅱ層は極めて粒子が細かく,粘

性に富んでいた。第Ⅲ層は漸移層

であるから当然, このような色調

を呈していた。第Ⅵ層一道路の拡

幅時に混入した土層であろう。

第Ⅶ層は道路を掘った時に混じ

った一種の攪乱土的な埋土であろ

う。第Ⅷ層の一部には後で述べる

溝状遺構の砂礫土層が流入したも

のと考えられる。

(飯塚政美)
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第Ⅲ章 遺 構

第Ⅲ章 遺

今回の発掘調査で検出された遺構は溝状遺構 1基だけであった。なにしろ幅4mと 限ぎられた場

所だけによほど的中しない限り,遺構検出は極めて困難であるという見解を持った。ただ,遺物は

少量ではあるが検出されているので,も う少し,広範囲の調査を実施したならば遺構検出の可能性

はかなり期待が持てると思われる。

第 1節 溝状遺構

第 1号溝状遺構  (第 3～ 4図 ,図版 4)

本遺構は,表土面から50cm位下ったソフトローム層面を掘り込んで構築した溝である。その構築

方向は南北に細長く伸びている。東西幅30～ 40Cm位であるが,南北は前述した状況であるので不明

である。このことは後で述べるが,こ の溝の用途について重大な課題が隠されていると思われる。

壁面上部はソフトローム層から,壁面下部及び底部はハードローム層より成り立っており,構築

面のレベルは一般の遺構と変化はない。壁面はやや外傾し,凹凸が多くなっている。これは構築時

には丁寧な仕上げをしたことと推測できるが,その後,水が通ったおりに,徐々に削り取られてい

って,現在の姿になったものと思われる。

床面はところどころに凹地が多く,全般的には変化に富んでいる。この凹地には多量の砂の堆積

がみられた。現況の姿については壁のところで前述したような過程をたどってきたのであろう。床

面の傾斜は北から南へ続いており,従って,水の流れも当然北から南であったことは明瞭である。

底面は水流速度の減速の為にわずかではあるがまがっていた。

遺物は床面近くより江戸末期か,明治初期頃の有田焼の染付磁器片が出上している。従って, こ

の溝の開さくは前述した時期と推定しても良いと思われる。

聞くところによると幕末頃に,水田の井を引いたことが, この船窪部落に伝承されているとのこ

とである。あるいはこの溝がその時の井筋の跡かも知れない。いずれにしても, この部落草分に大

いに役立ったものと推測できると思われる。

溝の付近及び溝の中に混入していた土層は上から耕作土,黒褐色土,混 ローム黒褐色土 (漸 移

層),軟 らかいローム,硬いローム,混ローム粒 (少)黒色土,黒色土,混 ローム粒 (多)黒 色

土,混 ローム粒 (少)黒褐色土,混 ローム粒 (多)黒褐色土,混黒褐色土ローム,混礫黒色上であ

った。

(飯塚政美)
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第Ⅳ章
‐遺   物

第Ⅳ章 遺 物

第 1節 土   器 (第 5図,図版 6)

本発掘調査で出土した土器は, ここに掲載したわずか 5片であった。       :

第 5図 (1～ 2)は縄文中期初頭相当土器である。焼成は概して普通であ り,(1)は 黒褐 色 ,

(2)は 明黄褐色を呈している。(1)は胎上に雲母を (2)は長石を含んでいる。(1)は破 片 上

部と下部に太い沈線で交互状に文様なつけ,破片中部には上下に二本沈線を横走させ,それらの間

に刻目を施してある。

(2)は竹管状工具によって沈線を縦状させてあ り,沈線と沈線との間隔は害]合に規則的になっ

ている。

第 5図 (3～ 4)は縄文中期中葉に相当する土器である。総じて焼成は悪く,黄褐色 (3),黒

褐色 (4)を呈する。壁面の焼成は極めて悪 く,胎土に微量の長石 (3),雲 母 (4)を含んでい

る。

文様構成は沈線のなかに小さな爪形文を施してあるもの (3),た だし (3)は爪形文が浅い為

に拓影では不明瞭である。(4)は沈線を若干蛇行状に横位に走らせ,その上に太 く,粗大な爪 形

文を連続的に付け添えてある。

第 5図 (5)は縄文後期初頭の称名寺式に対比されるべき土器と思われる。器厚は0,9Cm～
l Cmと

厚手を示し,破片上部は黒色,下部は赤褐色を呈している。胎土に長石粒を含み,割合にかたくし

まっている。内壁には調整痕が横位に入っている。称名寺式上器に良くみられる波状口縁を示して

いる。

文様は無文地に太い沈線をワラビ手状に付け,器面を飾っている。

第 2節 磁

‐轟
川

研
，
ヽ
し

鰤
暉

僣
１
■

3‖

0

第 5図 土器拓影

器 (第 6図 ,図版 6)

4‖

第6図に掲載した磁器は 4片 とも全て,第 1号溝状遺構内の底部より出上した。 4片 とも全て,

小さな破片であったが図上復元が可能であったので,実測図の姿で登載させたわけである。

器型からみてみると,茶碗形のもの (1, 3),湯呑形のもの (1),皿形のもの (4)である。

文様のデザインは (1, 3)は花図柄風,(2)は竹葉図柄風,(4)は菊花文図柄風と思われる。
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藍色の染付であ り,

れる。

第 2節 磁   器

江戸末期から明治初期頃の作と推測できよぅ。産地は九州の有田地方と思わ

(飯塚政美)

9   ぢICIn

第 6図 磁器実測図
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第V章 ま と め

第 V

今回の発掘調査は前述 したように幅 4mと 言うベル ト状の調査であったために,期待 した程の成

果はあがらなくて終ってしまった。

遺構としては濤状遺構だけであった。その規模や様相,状態については前述したので,それにつ

いては今回は省略し,む しろこの遺構の歴史的意義づけについて述べてみることにする。

遺跡地の存在する付近一帯は水利の便が悪 く,住民達は難渋 していた。そこで江戸時代初期高遠

藩鳥居侯が井を開いたのが最初であると古記録に残されている。これは旧原田井と呼ばれ,昭和48

年度に中央道発掘調査の折 りに発見された。これにヒントを得てこの度発見された濤状遺構が構築

されたのであろう。この遺構のなかから有田焼の染付磁器が検出された。この遺物が混入する場合

は二つのケースが考えられる。一つは溝は何んでも捨てるという風潮がある。もう一つはかっては

この濤を流れた水は澄みきっていたものと思われる。そこで, 日常雑器を洗うのに利用 していたの

ではないか。洗う時に何かの調子で落してこれ してしまったのが,そのまま沈んでしまったのでは

ないか。いずれにしても構築目的は水田開発に利用したのであろう。構築時は江戸時代末期から明

治時代初期であろうと思ゎれる。

土器拓影に掲載したのはは縄文中期初頭梨久保式,縄文中期中葉勝坂式,縄文中期後葉加曾利E

式,縄文後期初頭称名寺式であると思われる。

(飲塚政美)

土早 めとま
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第 1節 発掘調査の経緯

第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに付設する計画が実施さ

れて徐々に工事が進ちよくしています。伊那市においては,西箕輪,西春近,伊那地区がこれに該

当し,昭和50年度に西箕輪大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡,昭

和54年度に西箕輪上戸宮垣外遺跡,西箕輪中条天庄 Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡,昭和55年度

に西箕輪吹上桜畑遺跡の調査が行われてきた。

本年度は船窪遺跡,城畑遺跡,城平遺跡,宮林遺跡,山の根遺跡の発掘調査を実施するようにな

った。

昭和56年 8月 31日  長野県教育委員会文化課関指導主事が来伊し,伊那市教育委員会社会教育課

職員,関東農政局伊郡西部農業水利事業所職員と三者協議を混じえながら予算査定を行 う。

昭和57年 5月 18日 夜 ますみが丘公民館にて関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と伊那市

教育委員会社会教育課職員が地主に対し,遺跡発掘調査の意義を説明し,調査に協力を お願 いす

る。同夜は地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 4日 夜 ますみが丘公民館に於いて,前回 5月 18日 に説明した旨を地主が納得で

きるように丁寧に解説する。前回同様に,同夜も地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 15日 夜 ますみが丘公民館にて,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員が出席

して,地主側に同意を求める。同夜地主の同意が得られる。

昭和57年 6月 21日  伊那市教育委員会社会教育課職員が城畑遺跡に該当する 3人の地主宅を訪問

し,発掘承諾書に署名,捺印をしてもらう。

昭和57年 6月 30日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵

地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

城畑遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長 伊沢 一雄  伊那市教育委員会教育長
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第 I章 発掘調査の経過

副 委 員 長 福沢総一郎

委   員 赤羽 映土

調査事務局 三沢 昭吾
″   石倉 俊彦
″   柘植  晃
″   武田 貝J昭
″   沖村喜久江

発掘調査団

団   長 友野 良一

副 団 長 根津 清志
″   御子柴泰正

調 査 員 飯塚 政美
″   小木曽 清
″   小池  孝

第 3節 発掘日誌

伊那市文化財審議委員会委員長

伊那市教育委員長

伊那市教育委員会教育次長

″   社会教育課長
″   社会教育課長補佐
″   社会教育係長
″   社会教育主事

日本考古学協会会員

長野県考古学会会員

日本考古学協会会員

官田村考古学友の会会長

日本考古学協会会員

昭和57年 7月 14日 晴 本日より仕事の都合上城畑遺跡へ入る。城畑遺跡は船窪遺跡 の現地 点

(発掘地点)よ り南へ約500m行 った所にある。船窪遺跡同様幅 4mと 限定されているの で,それ

に従ってグリットを設定し,掘 り始じめていく。グリットは南から北へ 1～ 23,東から西へA～ B

と決める。Al,A3付 近より縄文中期土器片が出土する。この二つのグリット付近はローム層ま

で深さが lm位に達していた。このような状態であった為に,土量が多 く,置 く場合にことかく為

に,まず最初にAラ インから掘 り進めていく。

昭和57年 7月 15日 晴 昨日同様,城畑遺跡の発掘調査を進める。Aラ インを北へ,北へと掘 り

進めていくに従って, ローム層までの深さはやや浅くなっていく模様である。夕方までに限定され

たAラ インの最終グリットまで掘 り終ったので, Bラ インを掘 り進めていく。

遺物は十三菩提式,大歳山式土器片の出土がみられた。出土した遺物のうち 8割近 くが縄文前期

土器片であった。この段階で城畑遺跡の価値評価が高くなったものと思われる。

昭和57年 7月 20日  曇時々晴 Bラ インのグリット掘 りを北へ,北へと掘 り進めていく。どのグ

リットからも若干ではあるが縄文前期終末期土器片,縄文中期土器片が出上した。

本日,出上した土器片のなかに伊那市内では類例の少ない船元式土器片がみられた。この上器は

瀬戸内海,岡山県地方が中心であり,今から五千年位も前に如何にして伊那市に入ってきたのか,

いまさらながら文化の伝播性,浸透性におどろいた。この土器のことについて作業員の各位に説明

すると,「貴重な土器が出てきてよかったねえ」という返答があった。時期的には土用に入る と言

うのに,気温が上昇せず,農作物に被害が出そうであった。発掘を進めていると近 くの農家の人達

が関心を持って見にきてくれる。ありがたい。

-6-



第 3節 発 掘 日誌

昭和57年 7月 21日  晴

前日に引きつづきBラ イン

のグリット掘 りを実施す

る。本日の出土品で極だっ

たのは磨製石斧であった。

Aラ イン東壁のセクション

図を作製する。

昭和57年 7月 22日  晴

Bラ インを北へ北へと掘 り

進めていく。Aラ イン東壁

の残 りのセクションを実測

する。

昭和57年 7月 24日  晴の

ち雨 Bラ インをJヒヘ北へ

と掘 り進め,一応 Bラ イン

の最後のグリットまで完掘

を終了する。午後は雨が降ってきたので,土器洗浄を行う。

昭和57年 7月 26日  雨 雨のため,城畑遺跡で出上したいままでの遺物の洗浄及び注記を手分け
で行う。

昭和57年 7月 27日  晴時々曇 城畑遺跡のいままで掘ったグリットの埋めもどしを行って現況に

復した。

昭和57年 7月 31日  晴 グリット棒を抜いたりしてあとかたづけをする。器材を トラックにて他
の現場へ運搬する。

昭和57年 8月 10日 現場の点検

昭和57年 12月 ～昭和58年 2月 遺構の図面整理,遺構の図画作製,遺物の実測,原稿執筆,報告

書の作製,編集,報告書を印刷所へ送る。

昭和57年 3月 報告書刊行 (飯塚政美)

鶉

-7-



第Ⅱ章 層   位

第 I章 層   位

城畑遺跡の調査は幅 4mと 限定された範囲の調査であった。従って,断面は割合に全グリットが

通っている個所を選定して,実測を行った。それが第 1図地層図であ り,その範囲はAlグ リット

からA23グ リットまでである。

今回発掘調査を実施した地区は,害 1合に安定していた地質であったとみえて,層位関係も割合に

規則正しく堆積していた。ローム層までの深さは基盤が北から南へ傾斜していた為に,南側は割合

に深く,北側は浅 くなっていた。

岩盤までの層序関係はまえがきの地形・地質の項に,城畑遺跡付近土層柱状図を掲載してあるの

で,それと対比させながら検討を加えて下さい。

前述したグリット内の基本的層序を列記すると次のようになる。

I―耕作土, 正一混ローム粒褐色土,Ⅲ―混ローム粒黒色土,Ⅳ―混ローム粒黒褐色土, V―漆

黒色土,Ⅵ一明黒褐色土,Ⅶ丁暗黒褐色土,Ⅷ―混ローム暗黒褐色土, X―黒褐色土 (軟らかいロ

ーム),X―混漆黒色土黒褐色土,X一黒褐色上である。

このⅥ,Ⅶ,Ⅷの中からは,かなりの量の縄文前期土器片,縄文中期土器片が出土している。今

回は遺構は検出されなかったが,仮 り存在したとするならば,Ⅷ層か X層を掘 り込んで構築された

ものと考えられる。

今回の調査地区は限られた範囲内の調査だったので,遺構は何も検出されなかった。この一帯を

広範囲で発掘調査を実施したならば伊那市内では類例の少ない縄文前期終末期の遺構が発見される

ことはまちがいないことと思われる。

第Ⅲ章 遺   構

二 8-



A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 水系レベル 標高780,39m Al

A17 A lo 水系レベル 標高780.39m A9

耕作土

混ローム粒褐色土

混ローム粒黒色土

混ローム粒黒褐色土

埋
め
土

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

測

漆黒色土

明黒褐色土

暗黒褐色土

混回一ム暗黒褐色土

混褐色土軟らかいローム

混漆黒色土黒褐色土

黒褐色土

水系レベル 標高780.54m

第 1図 地層図
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第 1節 土 器

第Ⅳ章 遺 物

第 1節 土  三器 (第 3～ 5図,図版 5～ 7)

第 3図 (1～ 5)は諸磯 b式に対比されたものを一まとめにした。本土器はここにのせた 5例の

出土だけである。焼成は割合に良好であ り,色調は概して明褐色系を呈し,胎土に多量の雲母や長

石粒が含まれる。 器厚は 7 1nlll～ 101■ lllと 厚手に属している。(1～ 2)は共に平縁の口縁部破片であ

り,(1)は わずかに,(2)は かなりの角度でそれぞれ外反している。 (5)は平底を呈する破片

である。文様はいずれも斜縄文が地文となっている:

第 3図 (6,1lγ 12,14～ 15)は大歳山式に位置づけられるものである。焼成は悪く,色調は黒

茶褐色を示し,胎土に少量の長石を含んでいる。内壁の仕上は極めて悪く,ザ ラザラ して い る。

(6)は平縁 日縁で, 5 1mllの 面取 りがある。表面の破片上部は無文地に細い粘土紐 を横 位 に 貼 り

付け,下部は縄文をつけてある:(11～ 12,14～ 15)は斜縄文地に細い粘土紐を縦に貝占り付け て あ

る。さらに (14)に は粘土紐の上にわずかに円形状に押捺した跡が認められる。(12)の粘土紐 の

貼 り付け方は粘土紐自体を円形状に意匠風につけてある。

第 3図 (7～ 10,13,16～ 18)の 土器は縄文前期終末期に編年づけられている十三菩提式の一派

と考えられる。焼成は普通であるものの黒褐色系や茶褐色系をとり,器厚は 5111111～ 711■llと 中厚手に

属して,いる:文様の特徴としては斜縄文を地文とし,その上に,細いソーメン状の粘土紐 を直 線

状,曲線状に貼付けてあ り,その上にこまかく連続爪形文をつけてある。(7～ 10,16),(7～ 9)

は前述した外に内面の口縁上部付近に斜線文を施してある。 (7～ 9)は 口唇部を面取 り, わずか

に外反する口縁部破片である。 (13,17～ 18)は斜縄文だけの文様であるが, 文様や胎土の状態か

らして, この一群と考えてよいものと思われる。この破片の付く破片のどこかにはソーメィ状の粘

土紐がつくものと思われる。

第 3図 (19,21～ 24)は結節のS字状文がつけられている一群である。 色 調 は黒 褐 色 (19),

(23),赤褐色 (21～ 22)を呈し,焼成は悪く内面がザラザラしている。 (21～ 23),(19)は内面は

丁寧に仕上げてあ り,かたくしまっている感じである。この 4片全てに多量が雲母が含 まれ て お

り,肉眼でもキラキラ光ってみえた。

(19)は上部に縦位の沈線を間隔を密に走らせ,それらのなかに三角形状の押捺刺突文を三角形

が交互に出るように 4カ所にわたってつけてある。中央部には低い隆帯を横位に貼 り付け,その上

に刻目をつけてある。下部は結節のS字状文を縦位につけてある。文様自体は三種類に分けられ ,

バライティーに富んでいた。

(21～ 22)は上部に狭 く,深い沈線を横位に数条走らせ,下部は結節のS字状文を垂下させてあ

る。(23)は斜縄文を地文とし,下部結節のS字状文がみられる。

(20)は瀬戸内海沿岸,特に岡山県を中心に派生した船元式土器の類似土器と考えられる。焼成

は極めて良好で,明黒褐色を呈している。器厚は0.5cm内外と,薄手である。この薄手の特徴 は関

―- 13 -



第Ⅳ章 遺   物
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第1節 土   器

西系土器全般に相通じている。

文様構成は斜線文と連続爪形文の反復である。

第 3図 (27～ 33),第 4図 (34～ 53)は半載竹管による平行沈線文が無数に入った一群をま とめ

ておく。色調は黒褐色,黄褐色系統が大部分であ り,焼成も良好で,胎土中に長石,雲母等々の鉱

物を含んでいた。

沈線文の施文方向を分類し,それぞれに該当する土器片の番号を列記すると次のようになる。沈

線が細 く,斜目に配走してあるもの (25,31,38,48,50～ 53),沈線が太 く,斜 目に入って い る

もの (28,29),沈線が縦位と横位が害J合に規則的に施文されている もの (32～ 33,41～ 42,44～

46),沈線が籠目状に施されているもの (26～ 27,30,39),沈線がわずかに波状を呈し,その波状
が縦位のもの (43),横 位のもの (34),沈線が鋭角を成しているもの (35～ 36),沈線がハシ ゴ状

になっているもの (37),沈線が斜目に交互しているもの (47)等々になる。

(54)は小型の土器である。黒褐色を呈し,焼成は中位である。文様は沈線を縦位や横位に組み

合わせてデザイン化し,さ らにその効果を増すために部分的に刻目を施してある。

(55～ 56)は無文地柄の上に沈線をつけ,そ のなかに刻目を入れてあるもの。沈線のつ け 方 で

(55)は横位に,(56)はわずかに弧状に配してある。(55)は 口縁部破片であってほとんど口縁は

立っている。日唇部の内倶1は斜目にけず りとって,整形をしてある。

色調は黒褐色 (55),明赤褐色 (56)で,焼成は普通である。縄文中期中葉と思われる。

(57)は無文地に割合滑めらかな爪形文をつけてある。赤褐色を呈し,焼成は良好であ る。縄文

中期中葉と思われる。

(58～ 60)は無文地に沈線を縦位や波状に施してあるもの。文様自体は割合に簡素である。 (58)

と (60)は同一個体と考えられる。その理由として,胎土及び文様構成が良く類似している。色調
は明黄褐色 (58,60),黒褐色 (59)を帯び,焼成は良好である。セットになって出土する土 器 が

無いのではっきりとした時代決定はできないが,一般的に縄文中期初頭から縄文中期前半頃に位置
づけられている。

(61～ 63)は無文地あるいは隆帯の縁に沿って大きな爪形文がつけ加えられているもの (61)は

口縁が極端に肥厚し,豪放性をかもし出している。色調は全て黄褐色を呈し,焼成は良好となって

いる。縄文中期中葉の土器と思われる。

(64～ 65)は縄文中期中葉頃,編年で言う勝坂期に盛行する蛇頭把手の一種である。両把手とも

中空になっており,把手の複雑性を増すとともに,その装飾性を高めている。文様は表面に隆帯を

つけ,その上に連続爪形文を加飾して,蛇に似せる為の工夫をしている。蛇頭は把手のなかの文様

にはみられないが,い ままでの類例品から察して,たぶんマムシを図案化したものと考えられる。

完型品であったならばみごたえのする土器の一つであろう。

縄文中期の把手には蛇,蛙, ミミズク,顔面等々があるが,その意匠文としての価値性は蛇頭把

手が最右翼と思われ,縄文中期中葉の繁栄文化をしのばせてくれる。縄文中期の人々はマムシの毒

性をおそれ,ま た,その強さを信じ, これらを一種の神としてあがめまつりしたことであろう。南

方では蛇を農業の神としてまっている場所が良くみられるとのことである。

一- 15 -―



第Ⅳ章 遺   物
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第 1節 土 :器

第 5図 (66,69)は縦位の区画文を造形している土器の一種である。信州で言う藤内期の土器の
主たる特徴点の一つとなっている。 色調は赤褐色 (66),明黄褐色 (69)を 呈し, 焼成は良好であ
る。

(67,71)は隆帯が高く,その上に刻目をつけてあるもの。縄文中期中葉頃と思われる。
(68,73～ 76)は勝坂期の新しい時期に出現する櫛形文の一種を持ち備えた土器と思われる。櫛
形文とは隆帯によって,櫛形状に区画し,そ の中に沈線を施し,人間が髪を整える時に使用する櫛
の姿に模倣させたものと考えられている。

色調は黒褐色,赤褐色,明黄褐色とバラバラであったが,焼成は普通であった。
(77)は荒い斜縄文をつけてあるもので,勝坂期の中頃から終 り頃によくみられる屈折底を持つ
土器の一部と推測できよぅ。赤褐色を呈し,焼成は中位で,少量の長石粒を含んでいる。
(78～ 80)は無文地に太 く,高い隆帯をつけてあるもので,加 曽利 E期の古い方にみられる文様
の一つであろう。 (78)の隆帯は豪そうで貼 り付けた部分は高く盛り上 り,その両脇は一段下が り,
全体的には大波のような姿になっている。

色調は赤褐色 (78),明黄褐色 (79～ 80)を呈し,焼成は悪く (78),良好 (79～ 80)であった。
(78)の土器片には多量の雲母が混入し,キ ラキラ光沢を放っていた。

(81)は磨消手法のみられる土器片であ り,磨消の仕方からみて縄文後期初頭堀ノ内式と思われ
る。磨消は沈線によって斜目に無文地と縄文地を区分けしている。           |
色調は黒褐魚を呈し,焼成は中位である。外面全体にわたって良く,煮沸器に使用|されとみえて,

炭化物が付着していた。          ‐
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第Ⅳ章 遺  物

第 2節 石 器 (第 6～ 7図,図版 7)

本遺跡出上の石器は総計 8点あ り,そ の内訳は打製石斧 4,磨製石斧 1,ス ク
レイパー2,石匙

1である。

石匙 8は黒耀石製で,ほぼ完型である。つまみに対して刃部が平行になっており,刃部
の作出は

極めて雑である。

スクレーパー 7, 8は直刃を, 7は一部分ノッチ状の刃部を有する。(7)は比較的厚 い剥 片 を ,

(8)は比較的簿い剥片を使用している。 2つ とも黒耀石製である。

打製石斧 1, 2, 3, 4は 割合に原石面を残し,上部を除いて周辺に数多 くの打撃を加え,丁寧

な刃部調整を行っている。(1～ 2)は完型品であるが,(3～ 4)は部分的に欠損している。(1,

3)は短冊形,(2, 4)は下部がわずかに開 く撥形を呈している。石 材 は砂 岩 (1, 4),頁岩

(2),粘板岩 (3)であった。

磨製石斧 5は現長7.2cmで頭部を欠損している。研磨は両縁,胴中央,刃部とも斜目にな
され て

いる。刃部はよく使用したものとみえて,刃 こばれが目立ち, さらに磨耗の程度が顕著であ
った。

(飯塚政美)
蛇紋岩を使用し,定角式の磨製石斧である。

O                 100m

石 器 実 測 図
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第 7図 石 器 実 測 図

第 V章 ま と

今回の調査では遺構は何も検出されなかった。その理由の一つとしては幅 4mと 限られた範囲だ
ったためであることは明らかである。従って,こ の章で迷べることもたいしてないので,出土した
遺物について迷べてみることにする。

土器について前述した編年について触れてみると次のようになる。大歳山式土器が今ままでに出
土した伊郡市内の主たる遺跡の所在地と遺跡名を記してみると下記のようになる。上島遺跡―西春
近上島,東方A遺跡一西春近東方,小出城 (城南)遺跡一西春近城,浜射場遺跡一西春近官の原,
中村遺跡―西春近中村,下島。これらの遺跡は十三菩提式土器も下緒に混じって出土しており,関
東系文化と関西系文化が縄文前期末期に同時に伊那谷へ伝播したことを物語ってくれる。

船元式土器の出土は伊那市内では今回が初めてでぁって,今後,縄文中期初頭に於ける中国地方
の文化流入経路について参考になる資料となろう。

その他の上器として編年学的にみてみると梨久保式,下小野式,勝坂式,加曾利E式,堀 ノ内式
がある。

以上,記 してきたように限定された範囲の発掘調査であったにもかかわらず,多量の土器が出土
している点からみて,周囲にはかなりの数の住居址が存在していることは事実であろう。

め

(飯塚政美)
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第 1節 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに付設する計画が実施さ

れて徐々に工事が進ちょくしています。伊那市においては,西箕輪。西春近,伊那地区がこれに該

当し,昭和50年度に西箕輸大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡,昭

和54年度に西箕輪上戸宮垣外遺跡,西箕輪中条天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡,昭和55年度
に西箕輸吹上桜畑遺跡の調査が行われてきた。

本年度は船窪遺跡,城畑遺跡,城平遺跡,官林遺跡,山の根遺跡の発掘調査を実施するようにな

った。

昭和56年 8月 31日  長野県教育委員会文化課関指導主事が来伊し,伊那市教育委員会社会教育課
職員,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と三者協議を混じえながら予算査定を行う。

昭和57年 5月 18日  夜,ますみが丘公民館にて関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と伊那市
教育委員会社会教育課職員が地主に対し,遺跡発掘調査の意義を説明し,調査に協力をお願 いす

る。同夜は地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 4日 夜,ますみが丘公民館に於いて,前回5月 18日 に説明した旨を地主が納得で
きるように丁寧に解説する。前回同様に,同夜も地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 15日  夜,ますみが丘公民館にて,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員が出席
して,地主側に同意を求める。同夜地主の同意が得られる。

昭和57年 6月 21日 伊那市教育委員会社会教育課職員が船窪遺跡・城畑遺跡に該当する5人の地
主宅を訪問し,発掘承諾書に署名,捺印をしてもらう。

昭和57年 6月 30日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵
地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

昭和57年 8月 26日  山本会所にて,城平・宮林・山の根遺跡に該当する地権者に説明を行う。同
夜,地主の承諾を得る。

昭和57年 10月 25日  地主の承諾書をいただく。この承諾書をいただく時に地権者の要求をできる
だけ受け入れるようにこころがけた。具体的には農作物の収穫をおえてから発掘調査を開始するこ

と。また,現況復帰の時にできるだけ耕作土を上において,下の上と混合しないようにする等々の

ことであった。

第 I章 発掘調査の経過
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第 I章 発掘調査の経過

第 2節 調査の組織

城平遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊 沢 一 雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  福 沢 総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  赤 羽 映 土  伊那市教育委員長

調査事務局  三 沢 昭 吾  伊那市教育委員会教育次長
″    石 倉 俊 彦    〃     社会教育課長

″    柘 植   晃    ″     社会教育課長補佐
″    武 田 則 昭    ″     社会教育係長

″    沖 村 喜久江    〃     社会教育主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一  1日 本考古学協会会員

副 団 長  根 津 清 志  長野県考古学会会員
″    御子柴 泰 正    ″

調 査 員  飯 塚 政 美  日本考古学協会会員
″    小木曽   清  宮田村考古学友の会会長
″    小 池   孝  日本考古学協会会員

第 3節 発 掘 日 誌

昭和57年 10月 28日  晴 いままでに船窪・城畑・鳥井田・横吹・城の腰等々の遺跡発掘調査を実

施してきたので,道具の痛みもはなはだしく,今後の作業が順調に進むように道具の修理をする。

昭和57年 10月 29日  晴 昨日同様に道具の修理をしたり,器材の点検をし,消耗品を拾い出し,

その補充をする。

昭和57年 10月 30日  晴 発掘器材のうち,実際に掘るのに使用する道具を良く切れた り,良 く掘

れるように,研磨器を使って研ぎ出す。明後日,運搬が楽にできるように紐で結んでおく。

昭和57年 11月 1日  雨 本日は雨降 りであらたが明日からの発掘調査の綿密なる打ち合せを一日

にかけて行う。この城平遺跡の特徴を把握し,その調査方針について充分なる討論をかわす。

昭和57年 H月 2日  晴 本日は前の現場であった西春近諏訪形城の腰遺跡からトラックにて,西

春近山本城平遺跡へ発掘器材=式を運搬する。テ
ントは用地内には建てなくて,近 くの個人所有地

に建てさせてもらうことにした。この所有地はいずれは宅地にするとのことできちんと整地してあ

り,テ ントを建てるのには極めて好条件であった。テントは南北に長 く三張 り建てた。入口は南側

と北側に設け,南側のそれは道具用に用いることにした。午後 3時頃テント張 りは終了する。

明日からの作業のためにグリット設定を行う。パイプを付設する場所はまがっているので通しの

-6-



第3節 発掘 日誌

グリット名でつけるわけにはいかないので区ごとにわける。一番南側の山林を I区 とし,東から西

へA～ D,南から北へ 1～ 24とする。一辺 2m× 2m,面 積 4m2でぁる。

昭和57年 H月 4日 晴 昨日設定した I ttA lグ リットより掘 りはじめる。耕土は深く, しかも

山つきであったので,層位は各層にわたって堆積していた。遺物は土器片がわずかに 1片 出土した

のみであり,堆積土中であったので,ど こからか運ばれてきたものと思われた。

昭和57年 11月 5日 晴の書
ち雨 午前中は前日に引き

つづいて I区のグリット掘

りを北へJヒヘと進めていく

が,遺物の出土は何もなか

った。

午後は雨が降ってきたの

で,今後の調査方針を従来

と異った方法で進めようと

検討しなおす。

昭和57年 11月 6日 晴

I区を全て掘 り尽す。Ⅱ区

は現在作物をつくってある

ので掘るわけにはいかない

のであとまわしにしてⅢ区 発 掘 風 景

卜名のつけ方は I区 と同様にする。Ⅲ区を掘 り始めてみたがにグリットを設定する。Ⅲ区のグリッ

土器は数片出上したのみであった。

昭和57年H月 8日  晴 皿区のグリットを掘 り進めていくとA4付近に落ち込みがみられた。こ

の落ち込みは古い時期に人為的に埋められたものと思われ,攪乱土層になっていた。あとでは, こ

の遺構は井戸であると判明したが, この時点では何んだかかいもく見当もつかなかった。B18付近

にマウンドが発見され,第 1号ロームマウンド,第 2号 ロームマウンドと命名し,拡張 して い く

と,付近より内耳土器片が出土した。

昭和57年 11月 9日  曇時々雨 井戸址の拡張をする。付近より天目茶碗,中世内耳土器片が出土

した。第Ⅳ区のグリットを設定,グ リット名は I～ Ⅲ区と同様にする。Ⅳ区は地盤が西から東へ傾

斜しており,Ⅳ 区A5グ リットまではローム層までに 2m程あった。これらは地盤に準じている。

昭和57年H月 10日 雨 いままで出上した遺物の洗浄を行う。

昭和57年 11月 11日 雨 いままで出土した遺物の洗浄を行う。

昭和57年H月 12日 雨 前日,前々日二日がか りで洗浄した遺物の注記を行う。

昭和57年H月 13日 晴 井戸l■と思われる遺構を掘 り下げていくと,攪乱土は掘れども,掘れど

も充満しており,井戸l■への確信が強まってきた。夕方までに丼戸址の底面に達した。底面上には

水を澄ませる為に玉石が並べてあった。遺物の出土は何もなかった。状態及び構築方法からして近

籠

-7-



第 1章 発掘調査の経過

世後半の井戸と思われた。 Ⅲ区の東西のセクションをとる。

昭和57年 11月 15日 晴 井戸址を完掘 ..
する。この井戸址の底面には水が浸透し ,||
てきている。Ⅳ区の西側の方を掘 り進め 1塩

ていく。 I区の南北のセクションをとる

I区の全測図作製

昭和57年H月 16日 曇時々晴  I区と
Ⅲ区の埋めもどし, Ⅲ区の全測図作製 ,

第 1号 ロームマウンド,第 2号 ロームマ

ウンンドの実測完了。Ⅳ区の南北のセク

ショ図の作製, I区のグリットを設定す

る。グリット名は南から北へ 1～26,東

から西へA～ Bとする。 1辺を 2m× 2

mと する。

昭和57年 H月 17日 雨 今まで出上した土器の洗浄及び注記を行う。
昭和57年H月 18日 晴 Ⅱ区を掘 り始じめる。Ⅳ区の東西セクションをとる。
昭和57年H月 19日  I区を北へ,北へと掘 り進めていく。夕方までにこの区に設定されたグリッ
トを掘 り尽す。Ⅱ区の南北セクションをとる。Ⅳ区の西側のところに配石が検出され第 1号配石 l」L

とする。この遺構はこの近 くにあった堂に関係するものと思われた。

昭和57年 11月 20日  晴 Ⅱ区の埋め戻し,Ⅳ区の全測図作製
昭和57年H月 22日  晴後雨 井戸llLの全体が撮影できるように掘 り下げ,清掃を行う。Ⅲ区の第
1号, 2号 ロームマウンドの断面図を作製する。第 1号配石址の実測。午後は遺物の洗浄を実施す
る。

昭和57年 11月 24日  晴時々雨 第 1号配石の実測と写真撮影を終える。第 1号 , 2号 ロームマウ
ンドの写真撮影を終了する。

昭和57年 11月 25日  晴 Ⅳ区の東狽lと 第 1号配石の埋め戻し,Ⅳ 区西狽1の 東 西セクションを と
る。井戸l■Lの実測及び写真撮影を終える。Ⅱ区の全測図作製

昭和57年 H月 26日  晴 井戸址の埋めもどし,グ リット棒を抜き,あ とかたづけをする。

(飯塚政美)
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第 I章 層

層位はグリット設定の都合上,区に分けて掲載する。

と,柱状図にしたものとがある。

位

あるいは掘る都合上,断面図に した もの
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第1節 ロームマウンド

第 1節 ロームマウン ド

第 1号 口Tム マウィド (第 6図 ,図版 4)           |       |
本遺構はⅢ区のB18～ B19グ ソ,卜 に検出されたマウンドであった。このマウンドの構築された
ローム層面まで約 lmぁ り,こ の基盤は西から東へかな:り の角度で傾斜していた。このマウンドは
南側で第 2号 ロームマウンードに接していた。       .    ●     1
規模は南北 l m6ocm,東西 1■ 25Cm程を測定でき,周囲及び墳頂はやや堅くならていた。墳頂は
大体平坦であり,東令は段がつき,西側はなだらかに傾斜していた6  1   1
この遺構の周囲には, ロームマウィドにしばしばみられる溝は検出されなかった。そのような状

態であったのでァウンドとしては貧弱な感じがした。南側の所に墳頂よりやや上層面に粘板岩が 4

個検出されたが, これは本ロームァウィドに関係するものか,第 2号 口‐ムマウンドに関係するも
のかは全く不明である。        : |     

・
1   1:  `       ‐

遺物は何も出土せず,幾かなる時代かは不明である。1   1   , ■ ｀ 1  ■||
1 1                  1   1          `:            ヽ           '

第 2号 ロームマウンド (第 6図 ,図版 4)           ‐     1 1  1
■本遺構は皿区のC18～ c19グ リジトにかけて,.しかも北側は第 1号 Fニ ムァウンドに接して検出

された遺構である。基盤及びF=ム 層面までの状況は第 1号■早ムマウン ドと変化はないざ |
規模は南北不明 (南側は

用地外の為発掘 調 査不 可

能)東西は 1五 80cm程を有

していた。周囲はやや軟弱

■崩落しやす力、つたが,墳

頂はかたくしまっていた。

墳頂はやや山凸状を呈し

東側はややカープを描きな

がら段を,西側は
｀
内側全弯

曲をするようなかっこうで

段をそれぞれ持っていた。
1

周囲には溝がきれしヽに回

わっており,そのなかに黒

色土が充満していた。

遺物は何も出土せず時代

決定は当然ながら不可能で

ある。

標高z3L.40,m堅

A

一Ｇ

I黒褐色土

B   I膚言壬il』層[1・ T
Ⅳ黄褐色土      |

ヽ
τ

l::::[][::営
義

Ⅸ混ローム多黒褐色土
X混黄褐色土ローム

: [:=|三 日己里里 E5二 Eここ里

=EEEEヨ

里里里 5EE=巴 里里里 ::II・

第6図 第1号 。2号ロームマウンド実測図
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第Ⅲ章 遺  構

第 2節 配 石 址 (第 7図 ,図版 4)

本遺構は今回発掘調査実施地区のうちで,最 も西倶1の Ⅳ区All～ B13グ リット付近に検出された

配石llLである。用地が限定されているので,第 8図の掲載した部分だけの調査に終わってしまった

が,全面発掘を実施したならば,石の広が り範囲はもう少し拡大されると推測できえよう。

配石の存在 した面は表土面より60Cm位下った灰黒色土,黒褐色土層面であった。石の存在する範

囲は現状では南北 3m50cm,東西 2m60cm位を測定できる。一応配石という遺構名を付けてみたわ

けであるが,その観察をしてみると,石は害J合部分的に集中しているようにみられる。

石の大きさは拳大程から一抱え程もあるが割合に均一化されていた。大きな石を上に敷きつめ ,

下面には小さな石を敷いてあ り,想像するに基礎石のようすがうかがわれるように思えた。

石の上面レベルを測定してみるに大般一定しており,建物を建てるのに十分ではないか。石質は

粘板岩が大部分であ り,なかには若干花聞岩も含まれていた。石のなかには赤 く焼けて変色したも

のや,炭化物が相当量付着しており,なにか祭祀的な建物が考えられる。

近 くの部落の人々に聞くと, この付近は古堂という小字名がついていたり,昔,尼寺が存在した

と伝承されているとのことであった。

遺物は配石址の周辺より内耳土器片,室町後期古瀬戸灰釉陶器片が若干出土した。以上のことか

ら察して本遺構は室町末期から江戸時代初期頃の尼寺の基礎石ではないだろうか。

牽
尽
ｃ
ｅ
ぶ

〓
　̈
冒

I談雹爆像:た黒褐色土Ⅷ漫繁鰭色至黒褐色土

|[::呈専景富岩色土|[曾[I:'有
警i褐
色土
XⅣ混赤色粒黄褐色土
XV黒褐色土
XⅥ攪舌L
XⅦ ロームブロック

第 7図 配 石 址 実 測 図
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第 3節 井 戸 址

第 3節 井 戸 址 (第 8図 ,図版 5)

本遺構は表土面からlm位下ったローム層面を掘 り込んだ井戸である。この井戸の覆土はある時
期に人為的に埋めたとみえて,攪乱土が埋っていた。平面プランは上面は円形状に,底面は隅丸正
方形状に成 り,それぞれの規模は前者では南北 3m70cm,東西 3m55cm,後者では一辺 l m23cmを

測る。深さは 3m50cm位である。壁面上部はソフトローム層,中部から下部にかけてハードローム

層から成 り,凹凸していた。ハードローム層の壁面にはノミの跡がみられた。底面は前述したよう
に方形状になっており,使用時には木枠を組み込んだあったと推測できる。埋める時に木枠を抜い
たのであろう。底面の石は水を澄ませるために入れたのであろう。遺物としては鉄製品が 1点出土

している9構築方法からみて江戸時代後期頃だと推測できる。

(飯塚政美)

第 8図 井 戸 址 実 測 図

―- 15 -―



第Ⅳ章 遺   物

第Ⅳ章
Ｌ
退

'本
遺跡からは中世以前の遺物,中世の遺物そしそ近世の遺物が出土してしヽる。それらの遺物の内

訳ヤi第 1節 内耳土器及び土器,第 2節 陶磁器,第 3節 石器とし,各図毎に基づいて説明を加

ぇてぃくことにする。      |      |

1 
第1節 内耳土器及び土器 (第 9～10図 ,図版7～ 8)

第 9図 (1～ 4)は全て内耳土器片である。日縁部破片の為に図上復元が可能
であったので実測

図を作製した:(1)はⅣ区Blよ りの出土であり, 日縁径36。 9℃mを計る。(2)は Ⅳ区B12よ り

の出上であり, 日縁径29,5 Cmを計る。(3)は Ⅳ区Blよ りの出土であり, 日縁径27。 9Cmを計る。

(4)は Ⅳ区A2よ りの出土であり, 日縁径28.lCmを計る。

物

第 9図 内 耳 土 器 実 測 図

―- 16 -一

0 l0cm
@



第2節 陶 磁 器

色調は黒色 (1～ 3),赤褐色 (4)を呈している。(1～ 3)の外面には多量の炭化物の付着が
みられた。(1～ 3)は深さからして中世後半,(4)は中世前半に位置づけられるのではないか。
第10図 (1)は縄文土器底部破片である。底部は網代底になってお り,荒い目のようである。色
調は赤褐色を呈 し,焼成は良好で,少量の雲母を含んでいる。縄文後期に位置づけ られると思われ
る。

第 2節 陶 磁 器 (第10図 ,図版 7～ 8)

第10図 (2)は灰釉陶器の杯であろう。猿投産と思われ,H世紀前半頃と推測できよぅ。
(3～ 4)は鎌倉後期の陶器片であろう。(3)は古瀬戸灰釉四耳壷,(4)は古瀬戸灰釉こね鉢
である。(3)の底部は付高台で形成されている。   1         '
(5)は中国産宋青磁である。器種は細片のため不明である。
ヽ (6)は室町前期頃の古瀬戸天目茶碗の口縁部破片である。天目釉の出方が美しい優品である。
(7～ 8)は古瀬戸鉄釉茶碗の口縁部破片である。(7)は純然たる鉄色を彩しているのに対
し,(8)は二部鈴釉がみられる。(7)は室町中期,(8)は室町後期の作と思われる。
(9)は古瀬戸灰釉平茶碗の破片であり,室町中期頃に位置づけられる。 1      1‐
(10)は小型菊皿の底部破片であろう。内面に菊の布弁を明瞭に印刻してあり,1和薬の厚くな'光

沢を放っている。底部は付高台で,重焼きの跡がみられる。この皿を編年的に見てみるならば室町
後期古瀬戸灰釉菊皿と思われる。                        |
(11)は大型鉢の底部破片であろう。内面に巴型メを印刻し,|こ の文の間に貫入の跡がみ られ

る。付け高台で,糸切り底になっている:室町後期頃の産で,古瀬戸灰釉大型鉢であろう。
(12)は室町後期古瀬戸灰釉の一派と思われるが,その器種は不明である。         '
(13)は室町後期古瀬戸灰釉おろし皿の底部であり,底部は糸切り底になっている。

(14～ 15)は近世初期の湯呑茶碗と思われる。同じく瀬戸産であろう。

(16)は近世初期の鉢と思われる。瀬戸産であろう。

(飯塚政美)

―- 17 -



第Ⅳ章 遺   物

t      L目田|“hぃノ

くて

~~~~~~~~― ――一――
T―
――~~~~~――――一―

フ
p5

こ |

、    1轟 諷蘭F多 13

|,|´ 4`1 1 115
mC「__二____J~~~~~~~~F

16

第10図 土器及び陶磁器実測図

第 3節 石   器 (第11図,図版 8)

今回の調査で,打製石斧 3,横刃型石器 1,砥石 1が出土した。(1～ 3)は打製石斧であ る。

(1～ 2)は割合に薄い石を用いて製作してあるのに対し,(3)は 害J合に部厚い石 を用 いて あ

る。(1)は刃部の調整が周囲に及び丁寧に製作してある。(2～ 3)は雑な調整である。(1～ 2)

は撥形,(3)は 短冊形を呈し,(1)は粘板岩,(2～ 3)は砂岩を用いてある。

(4)は横刃型石器である。調整は雑で,わずかに刃部を残しているだけである。砂岩を用いて

いる。

―- 18-―



第 3節 石   器
(5)は四角形の砥石である。良 く磨かれた良品のもので,部分的に使用痕が認められる。蛇紋
岩系の石を使用している。砥石の状態からして近世に近い時期?ものと思われる。この砥石の出土
地点は前述した配石址の近 くである点からしても,時期的に一致する。

(飯塚政美)

0 f0cm%

第11図 石 器 実 測 図
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第V章 ま と め

第 V

城平遺跡は名の示すように,今回発掘調査を実施した西方 200m位のところに中世の山城が存在

しこの付近を城平と呼んでぃる。当初,肇掘調査の期待はこの山城に関した何
力
iの
導〒
が
等|14

るのではないかとのことであった。ちなみ

`■

,昭和47年度に実施した中央道審押調査の時

`こ

ヤ、■世

の地下倉 。客址,陶磁器類,I古銭等 が々相当量出土している。

今回の調査F検出今4午遺構:ヤIFT,ア
ウン ド2基,配石址 1基 ,1井戸址ユ基であった。ロニム

マウンドは一般的に言われているのよりも不定形であり,遺物は何も出土せず,`の実態は把握で

きなかぅた。

配石llLは付近の小字名や伝承より察して尼寺の跡と考えるのが妥当と思われ,その創立年代は出

土遺物より室町末期から江戸時代初期頃と推測できる。この尼寺は近くにある常輪寺の末寺 と思

う。この尼寺はその後,山本部落の中心地に移され,最近まで水月庵と言われ,地域住民の信仰の

対象となっていた。

この水月庵は取りこわされ,その跡地は現代は山本部落の会所になっている。この会所の一室に

この庵の本尊であったと思ゎれる仏像が安置されている。この仏像の裏側には伝恵心僧都作と銘が

あるし       ||    |
井声址は構築方法あるいは形態からして江戸時代後期の可能性が濃厚

である1近 くの家 に「井

戸」と言 う屋号がついていることからしても,こ の近 くでは割合に浅 くて水が出ていた
ことがわか

る。江戸時代後期と言えば高遠藩が新田開発を盛んに実施した時期であり,従って,あ るいは, こ

の井戸はそれに利用されたのかも知れないが,明 らかなことはわからない。

出土遺物より察して,前述した城平の城は鎌倉時代にその初源を求めることができえよう。全般

的にみて,本遺跡の中心地はもう少し,東側によったところであろう。  |      ‐

(飯塚政美)

立早 めとま

―-20 -一
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第 1節 発掘調査の経緯

第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに付設する計画が実施さ

れて徐々に工事が進ちょくしています。伊那市においては,西箕輪,西春近,伊那地区がこれに該

当し,昭和50年度に西箕輸大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡,昭

和54年度に西箕輪上戸宮垣外遺跡,西箕輪中条天庄 Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡,昭和55年度

に西箕輪吹上桜畑遺跡の調査が行われてきた。

本年度は船窪遺跡,城畑遺跡,城平遺跡,官林遺跡,山の根遺跡の発掘調査を実施するようにな

った。

昭和56年 8月 31日  長野県教育委員会文化課指導主事が来伊し,伊那市教育委員会社会教育課職
員,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と三者協議を混じえながら予算査定を行う。

昭和57年 5月 18日 夜,ますみが丘公民館にて関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と伊那市
教育委員会社会教育課職員が地主に対し,遺跡発掘調査の意義を説明し,調査に協力をお願いする。

同夜は地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 4日 夜,ますみが丘公民館に於いて,前回 5月 18日 に説明した旨を地主が納得で

きるように丁寧に解説する。前回同様に,同夜も地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 15日  夜,ますみが丘公民館にて,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員が出席
して,地主側に同意を求める。同夜地主の同意が得られる。

昭和57年 6月 21日  伊那市教育委員会社会教育課職員が船窪遺跡・城畑遺跡に該当する 5人の地
主宅を訪問し,発掘承諾書に署名,捺印をしてもらう。

昭和57年 6月 30日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵
地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

昭和57年 8月 26日  山本会所にて,城平・宮林・山の根遺跡に該当する地権者に説明を行う。同
夜,地主の承諾を得る。

昭和57年 10月 25日  地主の承諾をいただく。この承諾書をいただく時に地権者の要求をできるだ

け受け入れるようにこころがけた。具体的には農作物の収穫をおえてから発掘調査を開始 す る こ

と。また,現況復帰の時にできるだけ耕作土を上において,下の土と混合しないようにする等々の

ことであった。

(飯塚政美)
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第 1章 発掘調査の経過

第 2節 調査の組織

官林遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  伊 沢 一 雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長  福 沢 総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  赤 羽 映 土  伊那市教育委員長

調査事務局  三 沢 昭 吾  伊那市教育委員会教育次長

″    石 倉 俊 彦     ″    社会教育課長

″    柘 植   晃     ″    社会教育課長補佐

″    武 田 則 昭     ″    社会教育係長

″    沖 村 喜久江     ″    社会教育主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一  日本考古学協会会員

副 団 長  根 津 清 志  長野県考古学会会員

″    御子柴 泰 正     ″

調 査 員  飯 塚 政 美  日本考古学協会会員

″    小木曽   清  官田村考古学友の会会長

″    小 池   孝  日本考古学協会会員

第 3節 発 掘 日誌

昭和57年 11月 26日  晴 本日は城平遺跡の作業を午前中で終了し,午後より官林遺跡へ入る。こ

の遺跡は城平遺跡より南へ行った地点にあ り,南は白山沢川に面している。現況は山林となってお

り,草木が茂っていたのでそれの伐採をし,それを一定の場所に運ぶ,大木を切るわけにいかない

ので大きな木と木の間を利用してグリ,卜 を設定する。グリットは 1辺を 2m× 2m,面積 4m2と

決める。呼び方については南から北へ 1～16,東から西へA～ Fとする。

昭和57年 11月 27日  晴 昨日設定したグリットを掘 り進めていく。現況は昨日述べたようである

ので,規則的な掘 り方はとうてい無理であるので,その場合に応じて掘 り進めていく。この地区は

西からの押し出しが何回もあったとみえて,何層にもわたって砂や礫を含んだ土層が堆 積 して い

た。

遺物は縄文中期土器片が出土した。この土器片は流れてきたものとみえて,破片の周囲が摩滅し

ていた。

昭和57年 11月 29日  昨日に引き続きグリット掘 りを西側,北側へと進めていく。するとグリット

設定地区の中央部付近より楕円押型文が出土した。これらをよく観察してみると,土器のなかに繊

維が混入しており,押型文土器の最終末と判明した。破片の回りは丸くす りへっており,西から流

-6-



第 3節 発掘 日誌

出したものとわかった。以上の状態であったので周囲を拡張し,綿密な記録や調査ができるような

措置をとった。

昭和57年 11月 30日  午前中雨,の ち晴,午前中は雨のため土器洗浄,注記を行う。午後はグリッ
ト掘 りを進めていく。

昭和57年 12月 1日  晴 押型文土器の出上した付近をより拡張して遺物収集に努力したが,押型

文土器の出土は本日何もなかった。大般の状況が判明したので,南側より押めもどしを実施する。

昭和57年 12月 2日  晴 押型文土器出土付近一帯の拡張を進めると同時に下へも掘 り下げローム

層が発見される。この層まで表土面から2m位あった。

昭和57年 12月 3日 晴 グリットの埋め戻しを全面にわたって行う。全測図の作製,断面図の作

製

昭和57年 12月～昭和58年 2月  図面の整理,原稿執筆,報告書の編集,報告書を印刷所へ送る。

昭和58年 3月 報告書を刊行する。                    (飯 塚政美)

-7-



第Ⅱ章 層

第 I章 層 位

本遺跡地の層序関係は西側山麓地帯の押し出しが強 く,押 し出しによって流出した土砂によって

形成されていた。従って層位も数多 く,地層を諸条件によって分類してみると,第 1図のように19

層にも及んでいる個所がみられる。

これらの層はいつの時代に堆積したかは不明である。付近の地質関係で注意する点として,遺跡

地の南倶1にある白山沢川は良く氾濫する川とみえて,各所に砂防沿堤がつくられていた。これと関

係することであるが,発掘地点の南側は保安林に指定されている。このことはいかに荒れる川であ
るかを物語って くれる。

第 1図 土 層 桂 状 図

Ｂ‐９

十

D4          D5  
標高734.70m

第 2図 土 層 桂 状 図
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第 3図 地形及びグリッド配置図 (1:500)



第 1節 土

第Ⅲ章 遺 構

今回の発掘調査地区では遺構は何も発見されなかった。この理由としては限られた範囲の調査だ

ったためである。限られた範囲の調査の割 りには遺物が出土した。したがって流れ込んだ遺物と思

われるが,周辺には遺構の存在はかなり高いものと思われる。

第Ⅳ章 遺 物

第 1節 土 器 (第 4図,図版 5)

(1～ 13)は楕円押型文の一群である。この一群の破片全てに多量の繊維を含んでいる。したが

って押型文土器のなかでも最末期に位置づけられよう。

(1～ 4)は 口縁部破片であ り,(1～ 2)はゎずかに内反気味,(3～ 4)はわずかに外反気味
を呈している。(1～ 3)の 口唇部若干丸味をもち,(4)の それは内側にそがれている。
色調は全般的に黒褐色あるいは茶褐色を帯びていた。

(14)は 外面に絡縄帯文様のみられる土器である。色調は赤褐色を呈し,焼成は極めて悪く,胎
土中に多量の雲母や繊維を含んでいる。関東の子母口式併行期の上器と考えられる。

ミ1彎]
＝

　

麟

‖

皿

国

盟

用

聾
10

〃職‖儡麟16  0
第 4図 土  器
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第Ⅳ章 遺  物

(15)は細かな斜縄文が施されている土器片である。胎土中に微量の繊維,長石,雲母を含んで

おり,明赤褐色を呈している。縄文前期前半に位置づけられると思われる。

(16)は無文地に円形竹管文を押捺した土器である。色調は赤褐色を呈し,焼成は中位で,多量

の長石や石英を含んでいる。縄文前期後半諸磯A式の一派と思われる。

(17)は無文地にヘラけず りの沈線や,ヘラ先による刺突文を加えてあるもの。色調は明茶褐色

を呈し,焼成は良好で,多量の長石や石英を含み,それが,表裏面に露出している。

(飯塚政美)

第 2節 石 器 (第 5図 ,図版 5)

今回の発掘で出土した石器はわずかに 2点であ り,その内訳は 2つ とも打製石斧であった。(1)

はC8グ リットより出土し,大型で部厚く,剥離も石器周囲に丁寧に行われており,打製石斧とし

ては優品である。上部は欠損している。形態的には撥形に含まれ,重量がかなりある点からして伐

木用に使用したものと思われる。石材は粒子の荒い砂岩である。縄文中期のものと思われる。

(2)は B8グ リットより出土し,小型で薄く,彙1離も一部分に及んでいるにすぎない。上部は

欠損し,短冊形に含まれている。石質は粒子の荒い砂岩である。縄文中期のものと思われる。

m

第 5図 石 器 実 測 図

′`＼レ/  γ /

争/ン,
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第 V章 ま と め

今回の発掘調査結果はさんさんたるもので遺構は何も発見されなかった。その理由としては,前

に述べた様に限られた範囲だけの調査だった為であると思 う。

遺物は縄文式土器片17と ,縄文時代の石斧 2点の出土があった。これらの内訳をまず土器から述
べていくことにする。押型文土器は13片あり,全て楕円押型文で,多量に繊維を含んでいる。以上

のことからして,押型文でも最も新しい時期に位置づけられるのであろう。

子母口式上器片の出土は伊那市内でも数少なく貴重な資料となろう。その他,縄文前期前半の黒

浜式や,縄文前期後半の諸磯A式,縄文中期後半の加曾利E式が出土している。

石斧はいずれも打製石斧であり, 1つは撥形, 1つは短冊形を呈していた。以上,遺物について

述べてきたが, これらは全て出土層位が砂層質の様な流入土であり,土砂と一緒に埋没した可能性

が強い。従って遺跡の密な地は西方の山麓地帯に開がっていることと思われる。

(飯塚政美)
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第 1節 第 1次発掘調査の結果

第 I章 発掘調査の経過

第 1節 第 1次発掘調査の結果

山の根遺跡は昭和47年 10月 9日 ～11月 1日 にかけて中央自動車工事事業に伴なって,緊急発掘調
査が実施された。その調査の主体となったのは長野県教育委員会であった。

この発掘調査によって検出された遺構及び遺物を「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告

書―伊那市西春近―昭和47年度, 日本道路公団名古屋支社,長野県教育委員会刊」によって述べる
と次のようになる。今回は遺構及び遺物を簡略にかいつまんで記してみることにする。

(1)縄文中期の住居址と遺物
1号住居IIL一東西 4m25cm× 南北 4m20cmの 円形竪穴住居址である。炉は方形石囲炉であった
と推測でき得るが,数力所にわたって,炉縁石が抜き取られた痕跡が認められる。炉壁には湿気
を防ぐために,渦巻文様の加曽利E式土器片を一重に貝占ってあった。
6号住居llL一東西5m,南北 5m50cmの規模を持つ円形竪穴住居l■である。炉は方形石囲炉で
あった。炉縁石はかなりの熱を受けたとみえて,赤 く変色し,ひびが入っていた。加曽利E式の
土器が多数出土している。

(2)弥生後期の住居址遺物
2号住居址―東西 3m95cm,南北 5mの胴張長方形プランの竪穴住居址である。炉は二重の埋
甕炉である。外側のは胴以下は欠損し,内側のは底部がない。炉の土器は弥生後期中島式のもの
である。

(3)平安時代の遺構と遺物
3号住居址―東西 4m43cm,南北 4m23Cm,の隅丸方形の竪穴住居址である。カマドは東壁の
中央付近にあり,石組粘土カマドであり,100cm× 89cmの 規模を持つ。遺物は土師器杯,灰釉椀 ,
灰釉皿,土師器甕が出土している。

4号住居IIL-4m40Cm, 3m9ocmで隅丸方形の竪穴住居址である。カマドは東壁中央に接して
あり,石組粘土カマドである。遺物は土師器甕,土師器杯,須恵器瓶,鉄製の鋤先が出土してい
る。

5号住居址-4m48Cm, 3m45cmの 隅丸方形竪穴住居址である。西壁中央に接するところに石
組粘土カマドが構築してあった。遺物は国分期土師器壷,甕,土師器杯,須恵器杯,須 恵器瓶
口,銅製坑が出土している。

7号住居址-3m45cm, 3m40cmの 方形竪穴住居llLである。カマドは東壁にあり,石組粘土カ
マドであるが,支脚石もほとんど崩れ,天丼石も床面に落ちて,粘土だけが,ゎずかにもりあが
っている。遺物は土師器甕,土師器杯が出土している。

その他遺構・遺物としては竪穴 2基, ピット群 1,土墳 2, ピット列 1が検出されている。遺
物は内耳鍋,天 目,諸磯 C式上器,刀子,土錘,鉄釘,打製石斧,環状石斧が出上している。
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第 I章 発掘調査の経過

第 1次調査結果のまとめを簡潔に記すと下記のようになる。

山の根遺跡は前述したように地域住民にとっては耕作時にしばしば土器や石器が発見され,古 く

から知られた遺跡であった。縄文前期の土墳 1,縄文中期住居jlL 2,土墳 1,弥生後期住居llL l,

平安時代住居llL 4,竪穴 1,時期不詳のピット群と竪穴 1, ピット列 1等々の遺構が発見された。

縄文前期終末期の土墳は伊那市内でもその発見は数例しかなかった。
この土墳内より出土した土

器は朝顔花状に開いた深鉢型土器であり,諸磯 C式に編年づけられると思われる。この土器は当時

の人達にとっては極めて貴重品だったとみえて。日縁直下に 2つの補修孔があけてあった。

1, 6号住居tlLは掘 り込み面が軟弱なため,遺構検出は完全ではなかった。 1号住居址の炉は土

器敷,摺鉢状であり,当時, この地は湿気を帯びていたことが窺える。

弥生後期の住居址は,床面上に集石が散在 しており,住居址廃絶後の所作と思われるが,現段階

では,伊那市内では発見例が少なく,結論づけまで到達しない段階である。

平安時代の遺構としては, 4軒の住居址が発見された。住居llLの形態は前述したように一般的な

ものであった。注目される遺物としては鋤先,刻字土器,窯印らしい刻印, 5号住居址出土の銅銃

口縁は当時の使用階層及び流入経路について大きな問題であろう。祭祀時だけに用いられ,ま た東

山道を通って入ってきたものと思われる。

ピット列, ピット群は確かではないが,中世の遺構と思われる。

遺構外出上の遺物として縄文早期土器片,縄文晩期土器片がある。早期土器片の文様は表裏に条

痕を持ち,日縁付近内外面に粗大な爪形文を施してある。これらは東海地方に派生した縄文早期末

葉の粕畑式に比定できえよう。縄文晩期の土器片は数少ない。文様は口縁に平行する太めの沈線を

めぐらすもの,貝殻条痕を施すものが主であった。

遺跡の北側に諏訪神社があり, この神社の本殿は諏訪宮大工二代立川和四郎作といわれ,現在,

伊那市建造物指定文化財に指定されている。この神社は鎌倉時代に勢力を誇った小井ユ氏の氏神と

して発生したと考えられている。この報告書で前述した城平遺跡とともに山の根遺跡一帯は中世城

館の一角を担っているのではないかと推測される。

-6-
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第 4図 土器実測図及び拓影 (1:3, 1～ 7



第 5図 土器実測図 (1:3)(1～ 6 2号住居址,7～ 10。 15 5号住居址,11～ 14。 16 4号住居址)
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第6図  3号住居址土器実測図及び拓影 (1:3)
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第14図  6号住居址土器拓影 (1:3)
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第16図 土器実測図 (1:3)
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第2節 第2次発掘調査の経緯

第 2節 第 2次発掘調査の経緯

西部開発事業の一環として,竜西地区に送水管を農林水産省直轄のもとに付設する計画が実施さ

れて徐々に工事が進ちょくしています。伊那市においては,西箕輪,西春近,伊那地区がこれに該

当し,昭和50年度に西箕輪大泉新田塚畑遺跡,昭和51年度に西箕輪羽広財木遺跡,金鋳場遺跡,昭

和54年度に西箕輪上戸宮垣外遺跡,西箕輪中条天庄Ⅱ遺跡,堀の内遺跡,小花岡遺跡,昭和55年度

に西箕輪吹上桜畑遺跡の調査が行われてきた。

本年度は船窪遺跡,城畑遺跡,城平遺跡,官林遺跡,山の根遺跡の発掘調査を実施するようにな

っ た 。

昭和56年 8月 31日  長野県教育委員会文化課関指導主事が来伊し,伊那市教育委員会社会教育課
職員,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と三者協議を混じえながら予算査定を行う。

昭和57年 5月 18日  夜,ま すみが丘公民館にて関東農政局伊那西部農業水利事業所職員と伊那市
教育委員会社会教育課職員が地主に対し,遺跡発掘調査の意義を説明し,調査に協力を お願 いす

る。同夜は地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 4日 夜,ますみが丘公民館に於いて,前回 5月 18日 に説明した旨を地主が納得で

きるように丁寧に解説する。前回同様に,同夜も地主の同意は得られなかった。

昭和57年 6月 15日 夜,ま すみが丘公民館にて,関東農政局伊那西部農業水利事業所職員が出席
して,地主側に同意を求める。同夜地主の同意が得られる。

昭和57年 6月 21日  伊那市教育委員会社会教育課職員が船窪遺跡・城畑遺跡に該当する 5人の地

主宅を訪問し,発掘承諸書に署名,捺印をしてもらう。

昭和57年 6月 30日  伊那市長と関東農政局伊那西部農業水利事業所長との間で「埋蔵文化財包蔵
地発掘調査委託契約書」を締結し,契約後,ただちに発掘準備にとりかかった。

昭和57年 8月 26日  山本会所にて,城平・宮林・山の根遺跡に該当する地権者に説明を行う。同
夜,地主の承諸を得る。

昭和57年 10月 25日  地主の承諸書をいただく。

第 3節 第 2次発掘調査の組織

山の根遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長 伊沢 一雄  伊那市教育委員会教育長

副 委 員 長 福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員 赤羽 映土  伊那市教育委員長

調査事務局 三沢 昭吾  伊那市教育委員会教育次長
″   石倉 俊彦     ″   社会教育課長
″   柘植  晃     

“

   社会教育課長補佐
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第 1章 発掘調査の経過

調査事務局 武田 則昭
″   沖村喜久江

発掘調査団

長 友野 良一

団 長 根津 清志
″   御子柴泰正

査 員 飯塚 政美
″   小木曽 清
″   小池  孝

伊那市教育委員会社会教育係長

″   社会教育主事

日本考古学協会会員

長野県考古学会会員

日本考古学協会会員

宮田村考古学友の会会長

日本考古学協会会員

団

副

調

第 4節 第 2次発掘調査 日誌

昭和57年 12月 4日 晴 本日より山の根遺跡の発掘調査に入る。発掘調査予定地区内は過去数年

間にわたり荒らしたとみえて,雑草があ り,先が見えない程であった。このような状態であったた

めに,作業の順調なる進行を考慮にいれて,雑草と,桑切 りを実施し,そのあと,切った桑と,刈

った雑草を数力所に集める。さらに現場を丁寧に清掃しておく。朝の霜が厳しくなってきて,冬将

軍が刻一刻とせまってくるようである。

昭和57年 12月 6日 晴 昨日,清掃してきれいになった発掘現場にグリットを設定する。グリッ

トは通常のように南から北へ 1～ 32東から西へA～ Hと 決める。 1辺は 2m× 2mと する。グリッ

ト設定が終了次第直に掘 り始じめる。Alよ り掘 り進めていく。耕土は浅く,礫層が何回にもわた

って堆積していた。場所に

よっては掘るのにスコップ

は歯がたたず, ツルによっ

て下へ掘 り進めていく。こ

のような仕末であるので作

業進行は悪かった。

昭和57年 12月 7日 晴

本日は寒風が吹きすさび ,

それが肌に浸み,悲愴な一

日であった。さらにグリッ

ト掘 りを北へ,北へと進め

ていく。地層の状態は北ヘ

行 くはど,礫の大きさが小

さくなる模様であ り,何層

にもわたる礫層の間にサン

ドイッチ状に黒土層が認め

―-26-―
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第4節 第2次発掘調査日誌

られた。

昭和57年 12月 8日 晴 グリットを北へ,北へと掘 り進めていく。地層の状態は山麓の堆積にし
ては割合に統一性が保たれて堆積しているようであった。12月 も中旬にさしかかろうと して い る

が, ここ数日間は晴天の日が続きそうであると,天気予報で報道 していた。現場で労働するもの達
にとってはあ りがたいことである。周囲の山々を夕日が赤 く染めて;そ の光景は誠に美しく, しか

も鮮明であった。

昭和57年 12月 9日  晴 グリット掘 りを北へ掘 り進めていく。一応,本 日で予定された面積を掘
り進めていく。掘ったグリットの面をセクションがとれるように整形する。

昭和57年 12月 10日  晴 本日は前日同様セクションがとれるように壁面の清掃を行 う。発 掘 風
景,遺跡地の全景,掘 り上げたグリットの全景をそれぞれ写真撮影する。グリットの壁面は礫が多
いためにサラサラしてお り,思ったよりきれいに仕上がらなかった。

昭和57年 12月 11日  晴後雨 断面の清掃や断面図作製のために掘 り足 りなかったグリットを一定
の面まで掘 り下げる。午後は雨が降ったので作業中止

昭和57年 12月 13日 晴 セクション図の作製,全測図の作製,セ クションの写真撮影終了,現況
復帰のため,掘ったグリットを重機にて埋めもどしを行う。

昭和57年 12月 14日  晴 セクション図の作製,セ クションの写真撮影を行う。グリットを重機に
て埋めもどしを実施する。明日の作業進行のために道具のあとかたづけをする。

昭和57年 12月 15日 晴,グ リットを重機にて埋めもどしをする。本日で現場作業を終了するため
にテントをこわし,発掘器材をまとめ, トラックにて伊那市考古資料館へ運搬し,整理・整頓して

お 〉。

昭和57年 12月 18日 現場の点検を行う。

昭和57年 12月 ～昭和58年 2月  図面の整理,原稿執筆,報告書の編集,報告書を印刷所へ送る。
昭和58年 3月 報告書を刊行する。                    (飯 塚政美)

―-27 -―



第 1章 層   位

第 I章 層   位

山の根遺跡の地層は西方山麓線よりの押し出しが強く,ま た,何回にもわたらて堆積したとみえ

て,礫混じりの状態が多い様相を呈していた。地層の堆積状況はその押し出しの強弱によって厚く

なったり,薄かったりしている。

現段階で表上面よりl m40CIIl位掘ったわけであるが,まだ礫混じりの層が下位まで堆積している

ように推測できる。今までに掘り下げた土層は上から混礫多灰黒褐色土,混礫多黄色土,混礫多黒

色土:混礫多黄褐色土,混條多黒色土,混礫非常に多黄色土,混礫赤味がかった黒褐色土,混礫多

黄色砂であった。

全般的にみて,礫は小さ日であり, しかも長い間流れてきたとみえて,角がとれて丸味を呈して

い た 。

―-28-―



C9
標高735.50m

C10 Cll
標高735.50m C12 C13 C14  C15 標高736.00m C16 C17 標高736.00m C18

kV/

(黄色っぱぃ)
V

I′

C19 幕票庭講736.50m  C70 標高737.00m C?4
標高737.00m

0                  2m

I 混礫多灰黒褐色土
Ⅱ 混礫多黄色土
Ⅲ 混礫多黒色土
Ⅳ 混礫多黄褐色土
V 混礫多黒色土
Ⅵ 混礫非常に多い黄色土
Ⅶ 混礫赤味がかった黒褐色土
Ⅷ 混礫多黄色砂

標高735.50m

Ⅳ

標高736.50m

′′
′
       I(混 砂)

第19図 土層柱状図



第 4節 第 2次発掘調査日誌
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第Ⅲ章 遺

今回の発掘調査では限られた用地内の発掘であったために遺構は何も検出されなかった。今回の

発掘地点より東へ約100m行った所に現在,南北に中央高速自動車道が通っている。昭和47年 度に

中央高速自動車用地内を発掘調査を実施した。その成果については先に述べた通りでありました。

従って,こ の地域を広範囲に発掘調査を実施すれば多くの遺構及び遺物が検出されることはまちが

いないと断定できる。

(飯塚政美)
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第Ⅳ章 遺   物

第Ⅳ章 遺 物

第 1節 土   器 (第22図,図版 4)

本土器はE17グ リットより出土した胴部付近の土器片であると思われる。文様は無文 地
で あ る

が,器の表裏面にわずかに横位擦痕が入っている。色調は明黄褐色を呈し,焼成は悪 くて内面はボ

ロボロしている。

胎土中に長石粒がみられる。縄文中期の土器と思われる。

第 2節 石   器 (第22図,図版 4)

本石器はC9グ リットより出土した。下端部が極端に開く撥形の打製石斧であ り,頭部は欠損し

ている。硬砂岩の自然石を何回も打ち欠いて調整したものとみえて,刃部の調整も丁寧 に して あ

る。縄文中期頃に位置づけできよう。

(飯塚政美)

0                   100m,

第22図 土器拓影及び石器実測図
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第 V 土早 ま

今回の発掘調査は調査地区が限定されていたために,遺構の検出は何もなかった。付近の地形 ,

及び歴史的背景からしてみて,も う少し,広い範囲の調査が可能であったならば、多 くの遺構 。遺

物が検出されたことはまちがいないと思われる。その裏付けとして,第 1次発掘調査結果で記 した

ように昭和47年度に実施した中央道発掘調査には前述 したような多くの遺構 。遺物の検出をみた。

今回の発掘では土器,石器がそれぞれ 1点ずつ出土している。双方とも縄文中期に位置づけられ

る。土器は無文であって,細分した形式は不明である。石器は硬砂岩を利用した打製石斧で撥形を

呈し,上部は欠損している。                        (飯 塚政美)
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